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雨堀遺跡は松本市の東南端にあり、崖の湯の登 り口に位置します。この雨堀遺跡

のある内田地区周辺の東山山麓は、古 くは縄文時代から中 0近世に至るまでの多く

の遺跡が残され、隣接する塩尻市片丘地区 とともに、早 くから識者の注目するとこ

ろとなっていた場所でもあります。

今回の発掘調査は土地改良総合整備事業に伴 う事前調査で、昨年度に続き調査を

行ったものであります。

発掘調査団も昨年同様に、日本考古学協会員大久保知巳氏を団長にお願いし、調

査員・調査補助員にも松本市在住の研究者・大学生を主体 として編成 して調査を行

いました。

調査は炎天下の 2ヶ 月にわたり、団長をはじめ調査員 0調査補助員の非常な熱意

と地元整備委員会・寿史談会その他多くの皆様方のご協力により、無事終了し、数

多くの土疲および出土遺物の検出がありました。その詳 しい経過 と結果については

本書に記 したとおりであります。

ここに紹介する資料が今後の文化財保護 と、地域の人々の歴史を考えていく上で、

何 らかの参考になれば幸甚に存 じます。

最後に今回の調査にあたりまして、多大なご理解・ご協力を下さいました関係各

位に心からなる謝意を表 して序 といたします。

日召不日57年 3月

松本市教育委員会

‐教育長 中 島 俊 彦



例    言

1 本書は昭和56年 7月 18日 より9月 18日 にわたって行われた、松本市内田・雨堀

遺跡緊急発掘調査の報告書である。

2 本調査は松本市が内田雨堀遺跡調査団 (団長大久保知巳)に委託 して行ったもの

である。

3 本書の執筆は各調査員が分担して行い、文責は文末に記した。また一部執筆内

容について次の方々の協力を得た。

高桑俊雄、島田哲男

4 報告書作成に当たっての遺物整理、遺構図整理の各段階に次の方々の協力を得

た。

竹原 学、三村 泉、井口千佳、伊那史彦、藤森幾康、倉科由加理

滝沢智恵子、平林 彰、直井雅尚、高桑俊雄

5 掲載図類の縮尺はその都度示 したが、遺物に関しては次の様に統一 した。

縄文土器  (実測) 1:6

(拓影)  1 :3

石  器  (小形品)1:2

(中 、大形品)1:4

土 製 品     1:2

6 本書の編集は事務局が行った。

7 調査地の航空写真撮影については、中部電力木村勝廣氏の協力を得た。記 して

謝意を表する。

8 出土遺物及び図類は松本市教育委員会が保管 している。
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第 1章 調査経過

第 1節 調査に至るまでの経過

雨堀遺跡は松本市東南端の東山山腹・山麓に位置し、縄文時代中期を中′己、とする遺物を出土す

る埋蔵文化財包蔵地 として以前から周知されている遺跡でもあった。

ところが、本遺跡を含む一帯に団体営によるほ場整備事業が計画され、昭和54～ 57年度にかけ

て工事が実施されることになった。この為、松本市教育委員会では事前に発掘調査を行い、記録

保存をはかることとし、55年度は 7月 より9月 にかけて発掘調査を行った。その調査結果の詳細

は『松本市内田雨堀遺跡緊急発掘調査報告書』に記されたとおりであるが、当初の予想を大きく

上回 り、縄文時代中期の竪穴住居址19軒 を検出するという、多大な成果をあげることができた。

今年度 も周辺のほ場整備事業が継続されることが決定 してお り、前年度に引き続き事前に発掘

調査を行い、記録保存をはかることとした。そのため松本市教育委員会では前年度同様、大久保

知巳氏を団長 とする調査団に調査を委託 し、下記の通 り調査団を編成 して調査に臨むこととなっ

た。

調査体制

調 査 団 長 大久保知巳 (松本市島内 )

調 査 員 西沢 寿晃 (松本市惣社 )

大田 守夫 (松本市芳川 )

三村  肇 (松本市里山辺 )

山越 正義 (東筑摩郡明科町 )

熊谷 康治 (塩尻市洗馬 )

降旗 俊行 (南安曇郡三郷村 )

横田 作重 (松本市大村) °

補助調査員 篠宮  正 (塩尻市片丘 )

小口 妙子 (松本市並柳 )

瀬川 長広 (松本市清水 )

吉沢 西己 (松本市島内)

上野 正春 (松本市女 `鳥羽 )

大出 六郎 (松本市中央 )

協 力 者 高野健介、青木元衛、百瀬浩三、戸田大学、上条国雄、百瀬憲吾、古屋人兄、古

屋梅男、清水千春、藤森敏雄 t白 川浩資、荘 秀也、褻 恵以子、市川お、み、褻
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隆博、百瀬郷子、千村公子、渡辺みな子、百瀬隆一、赤羽千鶴、百瀬修平、神澤

しづよ、石井久子、百瀬涼二、前沢芳成、村井 章、酒井嘉道、酒井 聖、原田

美幸、手塚州美礼、井口千佳、丸山千賀子、岡村康治、斉藤好子、酒井ゆかり、

降旗勇一、百瀬浩子、藤森幾康、三村 泉、寺崎秀彦、丸山正一郎、中堀雅英、

竹原 学、丸山 広、長瀬 真、小平 靖、中山玲子、小松純子、宮沢浩文、百

瀬 敦、相野田透、上条美穂、村山一善、上条謙治、佃みか子、田中奈美。

事 務 局 田堂  明

神澤昌二郎

百瀬  清

古屋 晶敏

社会教育課長

社会教育課文化係長

社会教育課文化係主事

内田公民館主事

第 2節 調査 日誌

昭和56年 7月 18日  0 晴 棚谷工業によリブル ドーザーにて表土除去。大久保団長立合。中

部電力木村勝廣氏らと送電線鉄塔下工事の保安について打合せ。 c地区では西側に黒色土の落ち

込みを感 じる。

7月 20日 (月)晴  ブル ドーザー 2台 によりC地区の北隣、D地区の表土はぎおょび堀内1員 1、

E、 F地区、堀寄 り東側のG地区の表土はぎ完了。篠宮立合。C地区では石鏃 と縄文土器片あり。

特にE地区では縄文中期土器片多し。中部電力木村氏 と打合せ。保安上、鉄塔下の発掘はしない

こととする。夕方テン ト設営。夕立あり。

7月 21日 ω 晴 午後作業用具運搬。夕立あり。

7月 23日 囚 晴 本 日より本格的作業開始。朝参加者全員により、C～ G地区を実見 し、後

大久保団長より挨拶。事務局より経過説明。 C地区表土除去後の落込みを中′亡、として鋤簾により

平削するも、堅 くて作業ははかどらない。そのためユンボを入れて落込みを追求することとする。

7月 24日 6 曇 継続作業。 C地区西 4貝 1中央に底径15cmの網代底部分出土。

7月 25日 0 晴 C地区ユンボ入る。東側寄 りに縄文土器底部出土。ベル トコンベヤーおよ

び発電機運び込む。帰路農道で トラックが落ちそうになり、ブル ドーザーで引っぱる。ユンボで

は平均10cmを 掘 り地山に至る。

7月 26日  lEI)晴  C地区西側をユンボで掘る。他に C地区内の平削 り。 C地区の全体 をみる

とやや東北の線に二列の黒色土の落込みが計 8ヶ 所にみられ、これが中世の掘立柱の跡ではない

かと推定される。 また 2ヶ 所には縄文中期の土器がまとまって出土 してお り、これが黄褐色土の

地山に僅かに黒色土をのせているので、あるいは住居址ではないかとも思われる。

7月 27日 0 晴 定休 日。作業休み。
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7月 28日  ω 晴 ユンボによる除土作業はD地区に入る。 D地区では12ヶ 所に小竪穴検出。

午後 4時、ユンボ作業はG地区の除土を行 うが、ここでは旧河川の淀みらしく、石 を含まない対1

い砂質土がローム層まで続いており、遺構、遺物はない。信毎飯田記者 “暑 さにいどむ,,を テー

マ とした取材に来訪。

7月 29日  17●  晴 堀の中E地区の東 1員1(F地区)を ユンボで除土。 他の班はC地区束壁、北壁、

D地区東壁を出す。本 日と明日の二 日間、松本市立博物館の学芸員実習生 として、日本大学、自

居直之、大坪維章君発掘実習 として作業に参加する。

7月 30日 囚 晴 C地区東壁、南壁、D地区西壁、東壁出し。E地区ユンボによる除土作業。

E地区よりは板状土偶他縄文中期土器片多量に検出。 しかし遺構は不明。堀内中央の水路 (葦 の

生えている位置)南 4員 1を 除土しているが、そのうち中央部に黒色土が深い。本 日山越正義先生引率

により旭町中学校社会科考古クラブ生徒12名 参加。 4時すぎ小雨あり。早 目に終了する。

7月 31日 0 晴 基準点よりC、 D地区に基点移動。 D地区西壁面出しおよび断面図をとり

はじめる。 C地区小竪穴落込み掘る。午後 1時 日食あり60%欠ける。

8月 1日 ω 快晴 C地区西側およびD地区西壁、北壁断面図とる。 C地区小竪穴にナンバ

ーをつける。縄文土器片の検出ヶ所 3、 土師・灰釉陶器の検出ヶ所 2、 焼土 。炭化物検出ヶ所1、

他計27ヶ 所。ほとんどが径60Cm位の楕円又は四角形で、東寄 りに小竪穴が 9ヶ 2列に並ぶ。小竪

穴断面図とる。

8月 2日  lB)快晴 三村肇らによりC地区小竪穴掘 りあげ。NQ9よ り磨製石斧 (長径5Cm)出 土。

C地区東壁 。南壁断面図をとる。 D地区小竪穴をさがす。土が乾いて堅い。

8月 3日  (月)日青 定4木 日。

8月 4日  ω tt C地区小竪穴掘 り込みおよび実測。 D地区東壁、県陵生 らにより断面図を

とる。他班はD地区小竪穴検出作業。 E地区も継続作業を行 う。午後 4時、夕立ちのため早 目に

終了。

8月 5日  因 晴 肌寒いほど涼 しい。 C地区小竪穴平面図 とる。他班はD地区小竪穴を断ち

切 る。 D地区内小竪穴は計24箇所になり特にNo36と NQ41内 には土器がはいつている。

8月 6日  lAI D地区測図。 E地区継続作業。黒色土落込みの範囲は広 く、i童構は出てこない。

遺物の廃棄場所か、土器片はこわれているものが多い。

8月 7日  0 薄曇、雨 肌寒し。 D地区小竪穴平面 。断面測図。他班は E地区北壁を出す。

午後雨のためテント内にて土器洗いとネー ミング。午後野尻湖考古学研究会麻生優先生他20人現

場見学に来訪。

8月 8日  囲 曇、小雨 D地 区小竪穴No.10の土器掘 りあげ。午後雨のためテント内にて土器

洗い。

8月 9日 (日)薄曇 一班は全体測量。他全員でE地区東壁、南壁出し、一部 E地区東側部分

掘 り下げ。寿史談会応援に来る。
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8月 10日  (月)日青 定休 日

8月 11日  関 曇 E地 区東壁 。南壁断面図とる。同地区西 1員1へ拡張。縄文中期初頭土器 多い。

8月 12日  因 雨、晴 午前中雨のため土器洗い。午後 E地区掘る。鼓形の小形土偶出土。

8月 13日  l■l tt E地 区継続。妊娠土偶出土。

8月 14日  6 曇 夕立。 E地区掘 り下げ。遺物 多し。 C・ D地区小竪穴計測一覧表づ くり。

8月 15日 ～17日  お盆休み。

8月 18日  関 曇 E地区中央部分、住居 ll「_に 似た落込みあり。 C地区写真撮影。

8月 19日  因 小雨、晴 土器洗い。 E地区掘 り込み。堀内全体をみると、堀内の旧水路 (一

番深 くなっている)南側斜面を掘っているが、そのやや南側部分が黒色土が落込むというより、

流れ入っている状態で、その層に遺物が多い。東西にみると、東寄 りに遺物が多い。

8月 20日 囚 晴 全員 E地区を掘る。寿史談会応援に来る。

8月 21日 0 晴 C地区テン ト東に数ヶの敷石状の石 を測図し、その下部たち切 りを行 う。

E地区は拡張 と北壁断面図をとる。

8月 22日 0 小雨 E地区東寄 りのベル トのセクション図とる。午後降雨のため土器洗い。

8月 23日 (日)小雨、晴 C地区東西ベル トのセクション図とる。

8月 24日 (月)晴 定休 日。

8月 25日 ω tt E地 区掘 り込み継続。大学生等が去 り、作業員が少なくなる。

8月 26日 困 晴 E地 区落ち込み内のベル トはずし、次第に遺物は少なくなる。 NHK取 材

に来訪。

8月 27日  l■l tt E地 区円形落ち込み内上部土除去。

8月 28日 6 雨 雨のため土器洗い。

8月 29日 0 晴 樋沢遺跡シンポジウム出席のため休 日。

8月 30日 (日)晴  E地 区円形落ち込み内除土作業継続。

8月 31日  (月) 日青 定休 日。

9月 1日 ω tt E地 区円形落ち込みは 5× 5m-30～40cmで住居址らしいが、壁 。床など

不明な′点が多い。

9月 2日  1/Kl tt E地 区円形落ち込み北西寄 りに中礫による列石がある。その周辺を掘 り下

げたところ、黒色土層より縄文中期土器片が少量検出される。住居址 とは言い切れないので仮住

居址NQ lと する。

9月 3日  囚 晴 E地区円形落ち込みを仮住居址NQ 2と して追求する。覆土上に遺物はある

がE地区東 1員 1出 土の遺物量 と比較すると僅少である。

9月 4日 0 曇 雨 昨 日の継続作業。午後雨のため土器洗い。

9月 5日  0 曇 F地区周壁出し。西 4員1壁黒色土層中より打製石斧、土器片出土。 G地区も

除土後、全体の壁を出す。東 。南・北壁出し終る。中日新聞記者取材に来訪。
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9月 6日  lEl)曇  仮住居llLNQ l、 No.2の 掘 り下げ。 F地区断面図、四囲をとる。

9月 7日  (月)日青 定イ木日。

9月 8日  ω tt E地区仮住居址NQ l東 1員1土手はずし。NQ 2西 4員1土手セクションどり。

9月 9日 因 雨 降雨のため作業中止。

9月 10日  囚 曇 E地区火曜 日よりの継続作業 として、東西セクションベル トの層位図どり

および、取 りはずし作業。 F地区 lG(焼土残存部)掘 り下げ後、十字のベル トを設ける。焼土は痕

跡程度 しかない。そばに90× 70× 18cmの大石出る。

9月 11日 6 晴 E地区列石測図および周辺掘 り下げ。 F地区掘 り下げ。

9月 12日  ω 雨 雨天中止。

9月 13日 (日)晴  G地区セクションどり。

9月 14日  (月)日青 定休 日。

9月 15日  関 晴 E地 区列石たち切 り、石の中に打製石斧が入っていたが、磁器片や躍・瓦

片が出ているので最近つ くられたものと判断する。

9月 16日  因 晴 前 日の作業の継続。

9月 17日  1/Kl tt G地 区セクションどり。 CD地区小竪穴清掃、F地区写真 とる。

9月 18日  0 晴 発掘区域内写真 とり、後片附け作業。

(事務局 )
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第 1図 遺跡の位置 (1:50000)
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第 2章 遺跡 とその環境

第 1節 遺跡付近の自然環境

位置と地形

雨堀遺跡は鉢伏山地 (鉢伏山・横峯 。高ボッチ)の西山麓に発達 した、塩沢川の扇状地の扇央

(海抜810～820m)に位置 し、欠の湯へ上るバス道路に沿った河岸段丘面上にある。

鉢伏山地の西山麓 (寿・北内田・南内田・熊井等)は小河川による複合扇状地がよく発達 し、急

傾斜をもって盆地中央に接 している。牛伏川・塩沢川による扇状地は、これらの中では規模の大

きなものであるが、いずれも小河流 と複合の形式をもっている。

塩沢川は舟沢川と複合 し、左岸は南内田のとうね沢に、右岸は舟沢川をもって牛伏川扇状地に

接する、広範囲の扇状地を展開している。舟沢川 。とうね沢は、かつて塩沢川と複合扇状地を形

成 した河流であるが、現在舟沢川は牛伏川扇状地、とうね沢は小場沢川を主 とする扇状地 との縫

合線上の凹地を流れている。 またこれらの扇状地面は起伏に富み、氾濫原の形成に働いた旧河床

や、乱流の跡を残 している。塩沢川の扇状地でも、左岸の南唐沢・北唐沢はもともとかれ沢であ

り、右岸の雨堀と呼ばれるかれ谷は、規模の大きな旧河床である。雨堀の北の斜面にも、舟沢川

による浅い谷が二つある。

遺跡の面は、この雨堀 と浸食を復活 した塩沢川の谷とに、はさまれた河岸段丘面 として存在 し

ている。この段丘面は、塩沢川との比高 6m、 雨堀の谷との比高 3mで、傾斜1000分 の100(扇頂

付近海抜850～ 750m)、 1000分 の60(750～ 690m)、 北西の方向 (N40° W)を 示す相当急な斜面形であ

る。塩沢川・雨堀の傾斜・方向もほぼ同様である。

また塩沢川は浸食を復活するにあたり、流れを北から南へ移動させたため、右岸に数段にわた

る階段状地形 をつ くった。この階段状地形 (河岸段丘)は 谷の浸食が進むにつれ出来上がったもの

で、上流の高所にあるもの程古 く、中下流の谷沿いのものほど新 しいといえる。なお特徴的なの

は、流れを南へ移動するに当たり、旧河床の頭 を切っていることが多く、雨堀などは明 りょうな

裁 (さ い)頭河川である。

次に見落 とせない地形面 として、欠の湯の出口から海抜800m付近の間、左右に明 りょうな段丘

状の地形が見られる。この稜 (り ょう)線は雨堀遺跡近 くまで達 していて、扇状地の地形面を深 く

刻み、谷地形 をつ くっている。一時河岸段丘 と考えられたことがあったが、左右の稜 (り ょう)線

が平行 していて明 りょうである、谷底が平坦なこと、この形成に働いたと考えられる営力の河流

や堆 (た い)積物がない、上流が不安な地層であることなどから、掃流による崖 (がけ)と 谷であろ

うとされている。谷の深さは、上流で 6～ 8m、 下流で lm程である。その形成の時期は、周辺
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のローム層を切っていることや塩沢川の段丘地形に影響を与えていることなどから、新 しいもの

と考えられる。土地の人は歴史時代の現象のようにいっている。 (明 治14年 の山崩れと押出し)

遺跡周辺の地質

鉢伏山地西ろくの複合扇状地は、いずれも河床礫の堆 (た い)積層に覆われているが、その下部

については、露出が極めて少ないので、一部を除いてははっきりしない。現在、確認 。推定等に

より考察できる堆 (た い)積状況を、模式的に示すと第 1表のようになる。

第 1表 鉢伏山地西ろくのたい積層と地形面

第二 紀 層 (守屋累層)

砂岩・れき岩 。けつ岩 (でい岩)。 緑色凝灰岩 (グ リーンタフ)か らなり、鉢伏山地の山頂部を取

り巻いている。これに貫入または逆 (へ い)入 したひん岩や石英閃 (せ ん)緑岩が、1,500mか ら山脚

までに及ぶ広い範囲に分布 している。 また石英閃 (せん)緑岩の貫入に伴い、砂岩 。れき岩が熱変

質 をうけ、砂岩 。れき岩 ホルンフェルスとなり、白っぽいもの、堅いもの、ち密なもの、黒褐色

のもの等に変っている。ひん岩 も同様にち密で堅い、ひん岩ホルンフェルスとなっているものが

ある。塩沢川はこれらのすべての岩石帯、舟沢川は流域が狭小なため石英閃 (せ ん)緑岩帯を主と

して流下 している。

牛伏川高位段丘面れき層

牛伏川左岸、右岸参道 (900～ 1,000m)の 高位にある段丘面で、角れきからなリロームに覆われ

ている。恐 らく現在の河川の浸食期に入る前に堆 (た い)積 された地層 (盆地では埋没頂面)で、浸

食の復活により高位段丘面 となったものと考えられる。

赤木山層

赤木山の下部層に見られるもので、ローム質水成角れき層で、亜角れきを含んでいる。上部の

ローム層の間に浮石質を扶さむ水成ロームである。遺跡南の塩沢川の川底に露出する水成ローム

た  い  積  層 地 形 面

新 扇 状 地 れ き 層 新 一扇 状 地 面

ロ ム 層 ム 層 面
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黒 灰 色 土
▲ ::::とユ::f
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ム今:蒸全

小 砂 礫 層

黄褐 色 土 難
水成ローム

黄 掲 色 土

砂 礫 層

黄 褐 色 土

O cm

30

(15

45

(100)

470

(10o)

570

にo)

(2o

υO)

640

ローム質 砂まじり植生により黒灰色

礫 角礫、亜角礫 5～ 10cm多数

石英せん緑岩、ひん岩、砂岩、礫岩、緑色凝灰岩

砂岩、礫岩、ひん岩、ホルンフェルス

回―ム質まじり水成

礫 亜角礫lo× 5、 7× 7 cm

石英せん緑岩、砂岩、他小砂利

層に厚薄あり5～ i5cm

ない場所もある。

ローム質水成

礫 亜角礫の小砂利

第二層より礫多量

南倶1及 び中央 トレンチによく発達

河床礫

現塩沢川が堆積 したもの (新 )

亜角礫大きい

石英せん緑岩 角礫

10× 20cm以下

礫 石英せん緑岩 角礫

赤
木
山
層

第 2図  遺跡の地層断面
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第 3図 雨堀両岸の地層断面
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と角れき層は、地層の高度差から見て、これに当たるものと考えられる。 (第 2図 )

山 ろ く旧扇状地れ き層

現在の河流による堆 (た い)積でない地層がローム層に覆われて分布 している。山脚からその延

長は海抜800m付近に及んでいる。ローム層の分布で追うと、小場沢川の両岸では720m付近に達

する。

塩沢川の右岸では、ローム層に覆われた欠の湯の谷の両岸、雨堀左岸より舟沢川沿いに及ぶ。

その延長は八幡社に達している。左岸でローム層に覆われている地域は山脚近 くであるが、大宮

八幡社のローム層などから考えて、やはり720m付近に達していると思われる。

このれき層は複合扇状地の原形を形成したもので、河流は上流に浸食面としての高位段丘面を

つ くるとともに、赤木山層を覆ったものである。従って現在の堆 (た い)積物とは、ローム層を挟

んで不整合に分布したり、あるいはローム層が浸食されたため、不整合に重っていることになる。

ローム層

いわゆる波田ロームと呼ばれる新期ロームである。山ろく旧扇状地れき層を広 く覆っているも

のであ
・
る。山脚近 くに厚く(2m以上)、 小場沢川の両岸では新扇状地れき層の間に、帯状に延び、

大宮八幡社・八幡社では台地状に存在している。これは河流の浸食の復活により、段丘状、ある

いは台地上に残されたか、新扇状地れき層が埋め尽されなかったかであろう。

塩沢川扇状地のローム層は前に述べたとおりであるが、特に遺跡のある右岸の地形形成にとつ

て、大事な鍵層である。

新扇状地 れ き層

新期ローム降下後、浸食期に入った各河流は、上流部のローム層や旧扇状地れき層を浸食し、

谷や堆 (た い)積面をつくつた。浸食が進むにつれて、両岸に次つぎに河岸段丘を形成した。表面

にローム層をもたない河床れき層、ローム混りの砂れき層がこの堆 (た い)積物である。

塩沢川右岸では、遺跡ののった河岸段丘面と現河床、下流の800m以 下田川沿いまでの地域が新

河床れき層である。

3 遺跡 の岩石 と地層

l)ト レンチ内の岩石

ほとんどが角れきか亜角礫であって、いずれも上流の山地の地層から運ばれたものである。

石英閃 (せ ん)緑岩 :最 も数が多く、トレンチ内の岩石の 3分の 2以上を占めている。大きいも

のは、径65× 38cm、 45× 35cmも ある。小れきは風化しやすく、くずれて石英粒を主とする砂にな

っている。斜長石・角閃 (せ ん)石・石英を主成分とする粗粒石英閃 (せ ん)緑岩質である。黒雲母

(も )を わずかに含む。黒雲母 (も )・ カリ長石が増大すると、花こう閃 (せ ん)緑岩になる。岩石中

に黄鉄鉱・黄銅鉱 。モリブデンを含むので、岩石が分解されると砂の中で光って見える。

ひん岩 0ひ ん岩 ホル ンフェルス :大小の角れき。亜角れきとして散在している。径65× 45Cm
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のものから小片に至るまで堅硬な岩石である。JAI(は ん)品 として斜長石・輝石・角閃 (せ ん)石 が

認められる。石基のち密な半深成岩である。この岩石のホルンフェルスは、黒味がかった青色を

し、極めて硬いものである。 トレンチ内にも、径60cm前 後の金属音を出す石が見られる。欠いて

石斧などに利用される。

れき岩 :炉石に利用されているものもあり、焼かれている。径70× 72cmの 大きさのものもある

が、 トレンチ内のじゃり層として存在する。長石や石英の目立つ花こう質れき岩、古生層起源の

チャー ト・石英・硬砂岩 。花こう岩の円れきを含む、れき岩が見られる。ホルンフェルス化され

たれき岩は、ち密なもの、堅いもの、あるいは黒褐色、白っぽい色等に変化 している。

砂岩 :粗粒砂岩が多く、石英 。長石が多い。 トレンチ内ではれき岩と同じ径のものから、小れ

きまで存在する。やはり炉石に利用されている。粘板岩の破片や結晶片岩・緑色凝灰岩の亜円礫

を含むものもある。ホルンフェルス化されて、ち密で堅い岩石になったり、黒褐色、白っぽい色

等に変化している。石斧の材料になっている。

緑色凝灰岩 (グ リーンタフ):全体が緑色をし、緑泥 (でい)化作用を受けている。 トレンチ内

ではわずかに見られる。

以上の岩石はいずれも塩沢川・舟沢川の上流にあるもので河流によって運搬されたものである。

2)遣 跡の地層

遺跡の住居址は前に述べたように、1,000分の100の傾斜をもつ塩沢川の河岸段丘面を掘 り下げ

たものである。従って束の部分の住居l■ と、西の部分の住居址の高度差は、見かけ上であって、

地形面及び地層からは同じ深さにあるといえる。第2図は住居址の地層を模式的に示 したもので

ある。

これによると、明らかに全体が河床れき層で、堆 (た い)積に働いた河流は現河床よりも緩やか

であったと考えられる。このことは300m下った、海抜790m地
`点

の雨堀構造改善事業の土層の、

切 り取 り場の露頭からも考察できる。また各層ともローム質混りであることから、堆 (た い)積時

は浸食の復活の初頭で、上流のローム層をけずって運んだものか、あるいはロームの降下中の出

来事かいずれかである。大れき (径 50cm)は層内にも点在するので、河流によって運ばれた可能性

もあるが、炉などに利用しているものは、他の場所 (当 時の河流など)か ら運び込まれたものであ

ろう。北束隅の トレンチに並べられたようにある大れき (石英せん緑岩が多数)も 、やはり運び込

まれたと見るのが適当であろう。住居址はこうした状況のもとに、1～ 1.5m程度の深さに掘り下

げてつくられた。

4 地形の形成

!)地形面の対比

塩沢川・舟沢川の複合扇状地は、浸食の復活により開析され、多くの地形面をつ くっている。

特に塩沢川の右岸では、谷が側方浸食を受け、下流へ向って階段状に開析されている。遺跡付近
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でも既に谷底が深 く、遺跡の面、バス道路の面など段丘面が形成されている。舟沢川では、ゴル

フ場下の左岸に段丘地形を残 している。海抜800～ 850m間は 5mに近い浸食谷となるが、その下

流は塩沢川と同様、階段状に開析され段丘面 を形成 している。

これらの中流域の地形面を整理 してみると、第 2表のような対比が考えられる。もちろん現在、

第 2表 塩沢川・舟沢川複合扇状地(上流)地形面の対比 〔比高は現河床より〕

塩 沢 舟 沢

日寺  「皆 左 岸 士ヒ  澤講 右 岸 左 岸 士ヒ  澤覇 ローム有無

1
海抜850～ 950m面

(山 ろ く面 )

10m 850～ 950m面
(山 ろく面 )

850～ 950m面
(山 ろく面 )

8m 有

海抜800～ 850m面
(大 口面 )

800～ 850m面
(中 原面 )

800～ 850m面
(中 原面 )

有

大  口 下  面 卜 原  面 舟沢川沿い面 虹
（

原 面 4～ 5
荒  井  面
(バス道路面 )

荒  井  面
(荒井原 )

盤
（

現 河 床 上 面 1 現 河 床 上 面 現 河 床 上 面 盤
小

ロームを除いては、その地質年代がはっきりしないので、勢い段丘を利用することになる。新期

ロームの堆 (た い)積状態からこの地形の堆 (た い)積層や地形面は洪積世末期以後の形成 と考えら

れる。その形成は時階 1か ら5の順序で進んだものといえよう。

これに働いた営力は河流だけでなく、浸食の復活を起すために、当然地質上の構造運動 も考え

なければならない。 しかし地層の露頭が乏 しいため、断層崖 。かれ谷・先行流路 。地形異常等の

地形上の特徴より判断するしかないが、フォッサ 。マグナの糸魚川静岡構造線上にある地域であ

るから、構造運動があって当然である。

現在、中山 。大久保山の地形上から、中山～欠の湯断層が指摘され(降旗和夫氏資料 )、 また赤木

山の東側に地形異常が報告 されている。 (束筑摩郡 。松本市誌第 1巻 自然篇地形・地質)い ずれも地

質年代 を洪積世中期以後 としている。

2)遺 跡周辺の地形面

さて遺跡と関係をもつ地形面は、小原面 (遺跡のある面)。 荒井面(バス道路の面)。 中原面 (800～

850m)と 雨堀の谷であり、河流は塩沢川と舟沢川であるが、地形面の形成を述べる前に、各地形面

の状態を説明しておく。

中原面 :山 ろく面に当たる海抜850～ 900m面に続 く、破壊されない厚いローム層をもつ地形面

(800～ 850m面 )で八幡社付近に及ぶ。塩沢川の右岸、舟沢川の左岸に当たるが、現在見るところで

は舟沢川あ影響が大きい。地形面上には、雨堀の下流と交差する二つの浅い谷が見られるが、ロ

ーム層に覆われているので、初生はローム堆 (た い)積前の谷であろう。また地表面や層内 (風成

ローム層上)に 、石英閃 (せ ん)緑岩の崩壊 した砂や小れきが見られる部分があるが、これはロー

ム堆 (た い)積後の舟沢川の緩やかな影響であろう。雨堀遺跡の北の中原面の遺跡の地質は、この
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石英閃 (せん)緑岩の崩壊物である。

月ヽ 原面 :遺跡ののる面で、中原面との比高は2m程低い。遺跡の トレンチの断面 (第 2図 )や 、

第 3図 に見るように、ローム混りの砂礫層である。雨堀の4員lが高く荒井面へ傾斜している。また

末端は、雨堀によって運ばれた堆 (た い)積物につながる。ローム層に覆われたか不明である。

荒井面 :バス道路の面で、小原面よりlm程低い。上流で欠の湯の掃流地形に連続し、小原面

や雨堀を裁 (さ い)頭 している。下流では荒井地籍一帯へ合成扇状地状に広がっている。

雨堀 :土地の人はこの谷を雨堀川と呼び、古い川の跡だといっている。しかし水源・水量につ

いては確かでない。現存する堀 (1日 河床)は 、全長700m、 幅30m程度、深さ(比 高)は 中原面より5

m、 小原面より3m、 下流でlmでぁる。現在の流路は上流部では既に耕地化し、最凹所とし認

められるに過ぎない。中流部では幅50cm以 下、深さ50cm前 後である。下流部になると幅50～ 100cm、

深さ50～ 70cmで左右に段丘面をつくっている。最下流部 (海抜770mの線)は既に構造改善事業で埋

められているが、中流部位の河流跡だったという。

川と呼んだが、特に流水を見ていないという。 しかし中―下流部に「り||よ し」が群生している、

湿地性の跡がある、小段丘をもつなどから雨水が流れたり、場所によっては滞留したと考えられ

る。

現在、中央を貫 く流路の左は中原面のローム層の崩れ、右は小原面の表土の崩れによって覆わ

れ、斜面形をつ くっている。従ってまだ雨堀の地層の露出は発見できないし、中原面 (層 )と 小原

面 (層 )の接′点も不明である。ただ最近構造改善事業により、海抜790m付近の中原面―雨堀一小原

面を切ったので、雨堀の両4員 1の面の地層がわかって来た。 (第 3図 )し かし両面の地層の接点や雨

堀の川底の状態は依然不明である。

3)地 形面の形成

前に述べたように、資料が不十分のため推定の域を出ないが、以上の観察や考察により、地形

面の形成と対比とを概観したい。

遺跡周辺の地形面形成地質年代は、中原面 。大口面のローム層によって、洪積世末期以後と考

えた。塩沢川は浸食の復活に当り、この二地形面の間を開析し、多くの地形面をつ くった。従っ

て遺跡周辺では中原面 。大口面は、最も古い地形面で、以下小原面 。荒井面 。雨堀との相互関係

を見れば、地形面形成の過程を知ることが出来る。また雨堀が先行河性の旧河床であることは、

観察の上からも十分認められる。

しかし雨堀の地質資料が十分でないため、すべて仮定から出発せざるを得ない。

① 雨堀がローム層堆(た い)積前に形成され、上流を裁 (さ い)頭 されたとすれば、中原面。小原

面は旧河床の両岸となり、ロームの堆(た い)積 を受けた。従って雨堀の地層にもこのローム層

があることになる。この場合、雨堀の地層や小原面の砂れき層の下に、ローム層が存在するか、

また高度差のある小原面の砂れき層 との関係を、どう考えるかの問題が残る。

② 雨堀が当時裁(さ い)頭されなかったとすれば河流の規模に関係をもつが、雨堀の地層はロー
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ム混りの砂礫層と部分的なロームの堆 (た い)積 をみるはずである。この場合も、高度差のある

小原面の砂れき層との関係を、どうみるかの問題が残る。

③ 雨堀がロームの降下中、塩沢川の乱流の影響により、小原面とともに形成された後、成長し

て、本流 ともいえる下方浸食を受けた。やがて頭部浸食が上流部に及ばないうちに、裁 (さ い)

頭 されかれ谷 (1日 河床)と なり、河流は南べ移動 した。従って中原面は塩沢川の最右岸 となり、

小原面 との関係が説明出来る。また荒井原の堆 (た い)積物がローム混 りの砂礫であることは、

浸食による堆 (た い)積物が下流のここに広げられ、合成扇状地状の地形 となつたと考察される。

しか し、雨堀の地層がローム混 りの砂れきであることを前提 とする。この場合部分的にローム

層の存在の可能性が出て くる。

④ 雨堀がローム堆(た い)積後に形成されたとすれば、3と 同様の経過をたどることになるが、

時代が沖積世初頭に入る。考古学上では、雨堀内の遺跡 。遺物の存在が意味をもって来る。い

ずれにしても、雨堀が旧河床で、中原面一小原面一雨堀の過程をもって、形成されて来たこと

には相違ない。ただ年代決定において、今後の資料に待つことが大きい。

まとめ

以上を総括すると、次のようにまとめることができよう。

1 雨堀遺跡は塩沢川・舟沢川の複合扇状地の扇央 (海抜810～ 820m)に位置 し、小原面 と呼ぶ開

析によって出来た河岸段丘上にある。

2 扇状地層は斜面の原形をつ くった山ろく旧扇状地れき層 と、これを覆 うローム層、更に浸食

の復活に伴い堆 (た い)積 した新扇状地れき層からなっている。

3 扇状地は合成扇状地状に開析され、下流では階段状の地形面 となる。 開析された地形面は、

高度 。段丘崖 (がい)。 段丘の比高 。ロームの有無等により、 5つの時階 (第 2表 )に 別けられる。

4 地層の露頭が乏 しいため、ローム層 (新期ローム)は対比、年代決定に、現在ただ一つの鍵 (か

ぎ)層 である。

5 遺跡に関係をもつ地形面は、現河床 (塩沢川)。 小原面 (ロ ーム混りの砂れき層)。 雨堀 (か れ谷)。

中原面 (厚 いローム層をもつ)であり、その地形形成は、最 も破壊の少ない中原面、砂れき層の小

原面、かれ谷の雨堀の順である。形成の時期は、洪積世末期のロームの堆 (た い)積中の出来事

とするのが現在の知識である。

6 遺跡の トレンチ内の岩石は、角れきか亜角れきで、石英閃 (せ ん)緑岩 。ひん岩 。ひん岩ホル

ンフェルスなどの火成岩 と、第二紀層の砂岩・れき岩・砂岩やれき岩のホルンフェルス・緑色

凝灰岩である。いずれも束の山地から運ばれたものである。

7 その量は石英閃 (せ ん)緑岩が最 も多く、次いでひん岩・れき岩・砂岩である。径は70.× 72cm。

65× 38cmの 大 きさから小れきに及ぶ。大れきば現河床のものとほとんど同じで、 トレンチ内の

地層から見て、外から運び込まれた可能性が強い。炉石には砂岩が利用されている。
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8 遺跡の地層は、上記の岩石の角れき、亜角れきの小れきを含む砂れき層で、ローム混りであ

る。水成ロームの薄い層を挟む。

9 遺跡の斜面は1,000分の100の急傾斜 (西北方向N40° W)であるから、東部分の トレンチも西部

分の トレンチも、地表面からの深さは同じであり、地層は連続すると考える。

中原面 。小原面・雨堀は、縄文期には既に河流から離れ、遺跡としての可能性をもつ。

雨堀は、導水路の発見がない限りかれ谷で、現在の状況から雨水による流れ、滞留はあった

と考えられる。 (太田守夫 )

第 2節 周辺遺跡

雨堀遺跡は松本市の東南端にあるため周辺遺跡 としては隣接の塩尻市に所在するものが多い。

塩尻峠より高ボッチ、鉢伏山の西麓には西流する小河川にはさまれた段丘があり、それらには

縄文期を中心 とした遺跡が存在する。 (第 4図 )

先土器時代は本遺跡より西方 3 kmぁ まりの寿 。赤木山で有舌尖頭器が発見されてお り、その僅

か西南の田川左岸台地の塩尻市広丘高出遺跡では尖頭器、ナイフ形石器、掻器、石刃、敲石、彫

刻器・礫器等が発掘調査により出土 している。

縄文時代早期では本遺跡よリーつ北の舟沢川右岸に内田五斗林遺跡があり、押型文土器、局部磨

製敲石、どん ぐりなどが出土している。平地に下って内田運動場近 くの釈迦堂遺跡でも格円押型

文土器が発見されている。

縄文前期では隣接の塩尻市内の山麓に多数の遺跡があ り舅屋敷、中原、俎原、竹ノ花、小丸山、

八幡原、大林、富士塚、境沢遺跡などがあげられる。特に舅屋敷遺跡では三度にわたる発掘調査

で前期前半の神ノ木式の頃より末葉の下島式の時期まで継続 して生活が営 まれてお り有尾式の土

器片も大量に出土 している。

中期では中原遺跡、小丸山遺跡他があり、中原遺跡では中期中半から後半の住居址 4軒 を、小

丸山遺跡からも同様時期の住居址 7軒、土師期の住居址 1軒 を検出している。松本市内では内田

地区で本址より1～ 1.5km西 下 した現在の集落内には、宮ノ下、長泉寺、くねの内等の遺跡があり、

特に くねの内遺跡範囲内の内田保育園敷地では工事の際に縄文中期土器片 と共に焼土を検出した

というが、縄文期の炉址ではないかと思われる。集落の西側水田を隔てて直線距離で 2.5 km西 方

に独立丘陵の赤木山があり、ここには木下、前田、原度前など中期中半 を主とする遺跡が連なっ

てお り、土器・石器類が多量に出土 している。本遺跡北束 3 kmの 中山南中島でも発掘調査によっ

て中期後葉の埋甕 をともなう住居址の検出をみている。

後・晩期になると遺跡は少なく、晩期では石冠を単独出土 した原度前、その西方300mあ まりの

石行、塩沢川右岸のエ リ穴遺跡程度である。原度前遺跡は前記のように縄文中期が主体であるが

石行遺跡は彩 しい量の晩期後半に属する土器片を出土 しており、エ リ穴遺跡は二次にわたる発掘
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10、 野石遺跡
11、 赤木山遺跡
12、 原度前遺跡
13、 赤木遺跡
14、 小赤遺跡
15、 清水林遺跡

16、 三経塚遺跡
17、 石行遺跡
18、 北洞遺跡
19、 北原遺跡
20、 横山城遺跡
21、 松山遺跡
22、 小池遺跡
23、 百瀬遺跡

24、 野口遺跡
25、 自川遺跡
26、 大久保遺跡
27、 棚峯遺跡
28、 千石牧遺跡
29、 埴原牧遺跡
30、 坪ノ内、向畑古墳群
31、 鍬形ケ原古墳群

第 4図 周辺遺跡図
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調査によって晩期前半に属すると思われる竪穴住居址 1軒 と、多数の晩期前半に属する縄文土器、

石鏃、土偶、耳輪などが検出されている。

弥生時代では原度前遺跡の谷一つ北側に横山城遺跡があり中期前半の土器片を出土 している。

他に高出第 5地点で1ま 後期弥生土器を伴 う竪穴住居址 1軒が発見され、本遺跡より北西に直線距

離 4 kmに 中期後半に属する住居址 と土器を検出した百瀬遺跡がある。

古墳時代に入ると、中山地区では後期の横穴式古墳が多数あるが、寿(内 田地区では寿百瀬遺

跡の僅か東に百瀬耳塚古墳がある。

奈良 。平安時代に入ると、本遺跡の東方 l kmほ ど登った崖ノ湯 (標高約970m)で土師器片が出て

お り、赤木山でも東側の水田に接する山麓から南北 l kmぁ まりにわたって土師器、須恵器片が採

集されている。                              (神 澤昌二郎 )

(1)藤沢宗平 「日本考古学年報」 12 1956 P86 この他 「東筑摩郡。松本市。塩尻市誌」 第二巻

を参照した。
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第 3章 調査結果

第 1節

概 要

調査地は松本市大字内田3232番 地に位置している。これは、遺跡の名称にもなっている「あ

んぼ り」 と呼ばれている水の流れていない谷状地形の南 4員 1、 海抜800～ 810m附近にあたる。 C地

区からG地区まで 5箇の地区を設定 したが、C・ D地区は等高線に沿 う様に南北に長 く、E・ F・

G地区は谷の斜面に並列する様に東西に長 く連なつている。各地区の面積は、C地区754.4m2、 D

地区330.6m2、 E地区802.8m2、 F地区343.2m2、 G地区324.O m2で 、計255.5m2に 及ぶ。地区名がC

から始まるのは、前年度第 1次調査のA・ B地区に続 く様に配慮したためである。

発見された遺構には、小竪穴、集石、列石があり、さらに遺構 と呼んでよいか疑間であるが、

土器集中箇所、不明瞭な竪穴状の黒色土の落ち込みもみられた。小竪穴はC・ D地区にのみ計50

基発見され、規模・プランはおおむね径1.5m以内の円形・楕円形を呈すが、2m以上ある大きな

ものや不整な形をとるものもあった。 これらの作 られた時期は、内部より出土 した遺物により、

縄文中期初頭 と平安時代後半に求められるものが数基ある他は不明である。集石 (集石状遺構)は

C地区の南西隅に 1箇所、列石はE地区西隅に 1箇所発見された。 いずれも規模がノ
lヽ さく、列石

は近現代の遺物を伴っていた。土器集中箇所はE地区東寄 りに存在 し径10m位の範囲から黒色土

にまじって縄文中期初頭の土器が、一括品や大破片で多量に出土 したが、結局掘 り込まれた遺構

としては捉えられなかつた。不明瞭な竪穴状の落ち込みはE地区西半にあり、検出時は竪穴住居

址かとも思われたが、掘 り下げるに従い壁や底面が不明瞭になって遺構 として提えるには疑間が

残るものとなった。

出土 した遺物には、土器・石器・土製品があり、これらのうち少数が小竪穴内より、他はE地

区の土器集中箇所 と各地区の検出面や包含層から出土 した。土器は多量に出土 したがそのほとん

どが縄文中期初頭の時期に位置づけられるもので、他には縄文前期及び後期 と平安時代の灰釉陶

器がごく少量あるのみである。石器 も多量に出土 したが遺構に伴 うものはほとんどない。種類 と

して石鏃・石錐・石匙・打製石斧 。磨製石斧・横刃型石器・凹石・磨石・石皿等がある。土製品

には土偶・土製円板その他があり、やは りすべて遺構外からの出土である。

今回の調査は以上の様に住居址等の発見がなくC・ D地区において小竪穴ばか りが検出された

わけだが、第一次調査における複雑に切 り合って検出された縄文中期の住居址群 と鮮明な対比を

みせている。遺構面での貧弱さに反して遺物は多量に出土し、該期の集落に隣接する地点である

ことは充分に考えられ、山腹傾斜地の縄文時代遺跡における遺構の地 `点 的集中と分散、集落の占

調査の
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地等に著 しい偏差があることを窺わせる調査結果 となった。

各地区の概要と土層

C地区 (第 6・ 7図 )C地 区は今回設定 した各地区のうち最 も南に位置 し、また「あんぼ り」

と呼ばれる谷状部分からも最 も遠い。本地区からは小竪穴が26基 、集石状遺構が 1箇所検出され

ている。小竪穴の分布は本地区内ではその東半を中′由、にしており、東方の調査地域外へ続いてい

くものとみられる。内部より遺物の出土 した小竪穴はNQ 2(石鏃 :第 33図 2)、 NQ 5(縄文土器片 :第 32

図159、 160)、 NQ 9(磨 製石斧 :第41図 189)、 No.12(縄 文土器片 :第 32図 154)、 No.13(灰 釉陶器片 :第 32図

162)、 No.18(土 師質土器片)、 NQ21(縄文土器片 :第 31図 139～ 141)、 NQ26(縄文土器片)の 9基である。

NQ10・ 24～ 25の 4基は縦の配列関係がある様にみえたが、掘 り下げを進めてもそれ以上の関連性

はつかめなかった。集石状遺構は本地区の一部を南方へ拡張 した部分の付け根の位置に発見され

た。直径1.2m位の範囲内に長径40～50cmの石が 6箇 、平 らな面を上に向けるようにして配され、

その間に20cm内 外の石が数箇まとめられている。

本地区より出土 した遺物は、前述の小竪穴中出土品の他は包含層中及び検出面からの少量の土

器小破片、石器があるにすぎない。

本地区の土層は東、南、西壁で観察を行 い、基本的には、遺物包含層は表土 とそれに続 く黒色

系統の色調を呈す土層 として、地山は 2次堆積のロームに礫 を多量に含んでいる明茶褐色土層 と

して提えられた。ただ包含層は南壁の様に黒色土の一層以上に分層が不可能な部分 と、東西壁の

如 く黒色に 2～ 3の段落をもって分層ができた部分 とがあった。また、東壁のⅣ層 と西壁の H′ 層、

東壁のⅥ層は部分的に砂質性が強 く、河川に近い傾斜地の故か、かなり局地的な土質の違いをみ

せた。本地区の各小竪穴はすべて地山である礫混ロームの明茶褐色土層中に掘 り込まれた形で検

出されたが、それぞれの小竪穴の深さや、内部より出土 した遺物等からみて、やや地山より上位

の層中より掘 り込まれていたものもいくつかあると考えている。

D地区  (第 6。 8。 9図 )D地 区はC地区の北に隣接 して長さ約45m、 巾約 7mと 南北に細

長 く、等高線に沿 うように「あんぼ り」の谷の落ち際まで及んでいる。本地区からは小竪穴のみ

24基発見された (小竪穴NQ27～ 50)。 小竪穴は地区内にまんべんなく分布 し特に偏 りはみられない。

内部より遺物を出土 した小竪穴は、NQ36(土器片 :第 32図 152、 153、 158)、 NQ40(土器片 :第32図 151、

155)、No.41(土 器片 :第 32図 150、 157)、 NQ46(土器片 :第 32図 149、 161)、 No49(土器片 :第 32図 156)の

5基である。

本地区より出土 した遺物には、小竪穴の内部より出土 した土器以外に、遺構検出の際包含層や

検出面より出土 した少量の土器片、石器があるが、土器片は小破片のみで図示 し得なかった。

土層序は、基本的には礫まじりの 2次堆積 と思われるロームの茶褐色土層が地山となり、その

上部に黒色ないしは褐色系統を呈す土層の包含層をもって表土に至る状態である。 しかし実際に

細か くみると、包含層や表土近 くの黒～褐色の土層は所々に黄色土がプロック状に入ったり、細
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か く分層できる部分があったりして、C地区と同様局地的な土質の違いがかなりみられるといえ

よう。 また本地区で発見された小竪穴もその当初の掘 り込み面について、やは りC地区と同様の

ことが考えられる。

E地区 (第 10、 11～ 13図 )E地区は谷の南側傾斜面にあり、谷と並行する様に長さ約44m、 幅約18

mの東西に長い形 となっている。このため地区内は高低差が著 しく東端が西端より4.5mも 高 く

なっている。本地区の東方即ち谷の奥側にはF地区が隣接 し、谷の傾斜面を登 りきってす ぐの所

にD地区の突端が迫つている。本地区内には遺構 として列石が 1箇所発見され、その他、明瞭な

遺構 として捉えられなかったが、土器集中箇所 と竪穴状の黒色土の落ち込みが 1箇所づつあった。

列石は地区内の北西隅近 くに幅約0。 5m、 長さ約 2m、 北東から南西へ走る形で検出され、さらに

その先端には 2m内外の範囲に同様な礫が散開していた。10～ 25cm位 の角礫 を集積 して構成され

てお り、上面や内部から縄文土器の破片や石皿片等が出土 しその時期の遺構 と思われたが、端部

から罐詰の躍が出土 して近現代のものであることが判明した。竪穴状の黒色土の落ち込みは西部

中央にあり、検出時は住居址になるか もしれないと思われたが、掘 り進めるに従って壁等が不明

瞭になり、最終的に炉址、床面等 も検出されず、単なる自然地形であろうという結論が下された。

この黒色土の落ち込みに相対する本地区東部中央には、厚い黒色土の堆積中から土器が多量に出

土する部分があり、一応土器集中箇所 と呼称 した。範囲は10m弱 くらいのもので、縄文中期初頭

の大形土器片や一括土器が土製品や石器類を含んで多量に出土 し、その量は今回調査の出土遺物

の過半にあたる程であった。 しかし、ここも結局掘 り込まれた遺構 とはならなかった。

本地区の土層 も、基本的には、地山としてのロームないし砂礫 まじりの黄褐色土の上位に黒色、

褐色系統の土層がのる形になる。 しかし谷状地形の傾斜面のため、通常、より下層の砂礫 を含む

黄褐色土などが谷上からの流れ込み等により、ブロック状に黒色土や褐色土の間に入っている所

が多い。また、東西方向の土層堆積即 ち谷状地形の流れに沿った土層 (南 、北壁土層断面、東西ベル

ト土層)は水平方向にかなり整然とした堆積 を示 しているが、南北方向、即ち谷を横切る形での土

層は複雑で、調査時、観察の際の分層にもかなり苦 しみ、やや理解 し難い状況 となった部分 もあ

る。

F地区 (第 10、 14、 15図 )E地 区の東に隣接 し、地形的にも全 くE地区と同様の所にある。

本地区からは多量の縄文土器片や石器類の出土があったが西端部に焼土があった他は遺構は全

く見出せなかった。

堆積土層の傾向もE地区に酷似 し、南、北壁に現れた東西方向の土層は傾斜を持ちつつも整っ

た堆積 をしているのに対 して、東、西壁に現れた南北方向の土層は、特に東壁土層断面において

複雑 さを増 している。

G地区 F地区の南東方向の谷の斜面を登 り切ったす ぐの所に一辺約18mの ほぼ正方形になる

様にG地区を設定 した。本地区には全 く遺構はなく、遺物 も、掘 り下げ時に地表に近い部分から

採集された石器が 2点 あるのみで他は全 く出土 しなかつた。         (神 澤昌二郎 )
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第10図  E・ F地区全体図 (1:400)
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第15図 F地区土層断面図 (2)
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第 2

/1ヽ里蚤クt(第 17～ 20図 )

今回の調査で
｀
確認 した小竪穴は、調査地区内の南に位置するC地区と北側へ続 くD地区の全面

にわたっている。 C地区には26基 (番号 1～ 26)D地 区には24基 (番号27～ 50)で計50基 である。主観

的、視覚的に平面形状で分類 し第17図 ～20図 に図示 し第 1表 に詳述 したので以下は全体の概略 と

遺物が出土 した小竪穴を中心に述べてみたい。

平面形状 と出土基数は、円形16基 、楕円形 7基、方形 6基、三角形 1基 、不整円形14基 、不整

形 6基 であり、もっとも多いのは円形である。以上の内最大のものは、不整形であるがこの小竪

穴で200cm× 120× 38を 測る。最 /Jヽ は円形で49の 40× 38× 14cmで ぁる。これらの小竪穴は多少の違

いはあるが、砂礫 を含む黄茶褐色土層に掘 り込みがあり、遺物の出土は茶褐色土、黄茶褐色土、

暗黄茶褐色土が包含層である。

出土 した遺物は、大半が縄文土器片で他に灰釉陶器片、土師質土器片が 1片 づつ、石鏃 、磨製

石斧がそれぞれ 1点ずつであり小破片や、細片のため図示できなかったものもある。以下は遺物

を出土 した小竪穴の番号順にみてみたい。

2か らは、北束壁際から石鏃 (第 33図 2)と 底面付近からは縄文土器片が出土 した。この小竪穴

は C地区東壁に接 し一部は調査区域外のため全体を確認できなかった。 5は 、縄文土器片を出土

した(第 32図 159、 160)。 全体に砂礫を含み角礫が混入する。 9は 2と 同じく東側が調査区域外のた

め全体を調査することができなかったが磨製石斧 (第41図 189)を 出土 した。底面に30× 20cm大 の平

石がある。12は 、平坦な底面で縄文土器片が出土 した(第 32図 154ヽ 13は 、底面が平 らな断面招鉢状

を呈 し灰釉陶器片を出土 し(第 32図 162)、 18は 、小破片のため図示できないが土師質土器片を出土

した。縄文期以外の遺物の出土はこの 2基のみであった。当初 6、 8、 10、 とH、 12、 13、 14、

15、 が対応 し柱穴かと思われたが深さや形状が明確でなく確認できなかった。21は 、第H層 に砂

礫 と自然の角礫 を含み底面付近より縄文土器片を出土 した (第 31図  139、 140、 141)。 26は 、底面

が堅 くまた焼土があり縄文土器はこの上面より出土 した。保存状態はあまりよくないためもろく

細片化 していて図示できなかった。当初住居址かと思われたので
｀
検出に期待 したが確認されなか

った。36は 、今回調査 した小竪穴中最 も深い掘 り込みでD地区の西壁に接 し一部調査区域外にな

るものと思われる。全体に小礫、砂礫 を含み第Ⅲ層が遺物包含層になってお り縄文土器片を出土

した (第 32図  152、 153、 158)。 40、 41か らも縄文土器片を出土 した (第 32図  151、 155)。 (第 32図

150、 157)。 特に41は 、D地区の東壁に接 し一部は調査区域外のため全体は不明であるがかなりまと

まって出土 した。主体は区域外になるか もしれない。46も 北西側が調査区域外になるので全体が

不明であるが縄文土器片が出土 した (第 32図  149、 161λ 49も 縄文土器片が出土 した (第 32図  156λ

節 泣退
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以上遺物が出土した小竪穴の概略であるが他に 3、 4の小竪穴は形状が円形でほとんど同じ大き

さであり上面に炭化物をかなり含んでいたが土器等遺物の出土は見られなかった。 (態 谷康治 )

集石状遺構 (第 16図 )

C地区南西隅に位置する。 C地区の一部を南方へ拡張 した丁度つけ根の部分である。直径1.2m

程の範囲内に長径40～ 50cmの 角のとれた石が 6箇 、平 らな面を上に向けるようにして配され、そ

れらの石の間には径20cm位 の石が数箇まとめられていた。この遺構は地山の黄褐色礫混ロームの

上面に構成されてお り、おそらく縄文期に伴 うものと考えられ、小破片のため図示できなかった

が、縄文中期後葉の曽利期併行 と思われる土器片が、表土彙Jぎの段階で少量検出されている。

(神澤昌二郎 )

土器集中箇所 (第 10図 )

E地区東部に位置する。径10m位の範囲の黒色土中から縄文中期初頭の土器が一括品や破片と

なって大量に出土した。その出土量は、今回調査で得られた土器総量の%以上となることは間違

いない。土器と共に石器も多量に得られている。この土器集中箇所は調査当初は「あんぼり」の

谷の傾斜面における単なる遺物包含層または人為的なものではない土器片の溜 り場と理解してい

たため、出土した各遺物の地′貞等の精密な把握は行わなかったが、最終的には遺物の出土のし方

Q―

が異質なため、なんらかの人為的な行為の結果 としての

ものと判断を改めた。結局遺構 としては明瞭な掘 り込み

等にはならなかった。

今回の調査では、小竪穴等の遺構のあった C、 D地区

よりも、「あんぼ り」の谷の傾斜面にかかった E、 F地区

の方が遺物の出土量は概 して多く、この谷の斜面が遺物

の廃棄場所的な性格をもたされていたのではないかと考

えられるのである。前年の第 1次調査の際 も谷中にO地

点 として5× 5mの グリッ ドを 1箇設けて掘 り下げたが、

遺構が存在 しなかつた割に多量の遺物の出土があったこ

とも忘れられず、この谷の両 1員1が居住地等 となって、谷

中にはかなりの時期別の、今回の土器集中箇所に類似す

る遺構が存在 していたのではないかと思われる。他の縄

文時代の遺跡でも類似する遺構はたびたび見られ、土器

溜まり、土器棄て場、特殊遺構等の名称をもって述べ ら

れているが、今回のものはそれらに 1つの好例を追加 し

たと言えよう。           (神 澤昌二郎 )
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第16図 集石状遺構実測図
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第 3節 泣退

土  器

今回調査の各地区包含層、検出面及び遺構内より出土 した土器の総量は、54× 34× 20cmの整理l

箱に30箱程である。これは住居址等の発見がなかった割には多い量 と言えるだろう。時期別にみ

ると、縄文前期、中期、後期、平安時代のものがみられるが、総量の95%以上が縄文中期初頭に

属するもので、他の縄文前期のものは文様に縄文 を持ち繊維を含む磨減 した小破片が数点、後期

のものは 8の字形の文様に充損縄文 をもつ小破片が 1点 、平安時代のものは一部の小竪穴からの

土師質土器や灰釉陶器片が数片という状況である。出土土器からみると今回の調査地一帯はほぼ

縄文中期初頭の単一時期の包含層 として捉えることが可能であろう。提示 した総数は162点 、その

うち一括品として復元図化できたもの27′点、拓影 135′点である。各土器の詳 しい観察結果は一覧表

に譲 り、以下では出土土器の主体 となる縄文中期初頭の土器について包括的に述べてみたい。

器形

おおむね深鉢形、浅鉢形の 2種に分けられる。特殊なものとして有孔鍔付土器の一部 と思われ

る破片が少量ある (第 31図 137・ 138:以 下の番号はすべて土器の通し番号)。 これらの中にもかなり多

様性 と共に類似性があり、それぞれ細分が可能であろう。

深鉢形  完形品はほとんどないが一括品により細部のいくつかの形態を比較 していくと、日縁、

日頸部の形状、胴部の張 り等が細分の手懸 りとなる。

波状口縁のものは、 8・ 12に 代表される。胴部は欠損 しているが、底部際からほぼ直線的ない

しは反 り気味に外開して段をもつ頸部に至 り、内彎気味に大 きく開 く口縁に続 く器形の外形線を

描 くと思われる。日縁はかなり正確に害1り つけられた四単位の波状 となっている。70・ 103も 胴部

の張 り具合が不明だがほぼ同様なものであろう。ただし103の波状部突端の外側面は僅かにメ、くら

み、円形に面が取ってある。以上 4点 の他、92・ 104も 大きな四単位の波状口縁 をもつ と思われる

が、頸部に段ないしは稜をもたずに胴部へ移行する外形を呈するらしい。 6。 7や 17の 様なものは

波状口縁 というよりは口縁端部に付された突起 とみたい。

平縁日縁のものは更に数種類に分かれる。 A種は 1・ 3に 代表される胴部が直線的ないしは反

り気味に外開し、内彎気味に開 く口頸部に続 くもの、B種は 2・ 17等に代表される胴部が一・旦張

り、頸部でやや括れて内彎気味に開 く口頸部に至るもの、C種は 9に代表される胴部が張 り口縁

部が特徴的に短 く急に外開するもの、D種が 6・ 7に 代表される胴下部から口縁端部まで直線的

ないしはやや反 り気味に外開するものである。この他に補助的ではあるが、13・ 20・ 21・ 22の様

な小形で特殊なものをE種、39。 49の様な直線的に外開してきた口縁部が「 く」の字に屈曲して

肥厚する口縁端部に至るものをF種 としておきたい。この細分は一括品や器形がわかる大形破片
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を例 としているので、拓影で示 した小破片類のなかには何種にあたるのか明確でない物 も多い。

たとえば、内彎気味に外開する日頸部破片のみではA、 B種のいずれかの区別はつき難 く、また

張 りをもった胴部破片では B、 C種で同様のこととなる。

浅鉢 形  平縁日縁 をもつものと波状口縁 をもつ ものに大別され、さらに鉢部の形態により細分

が可能 と考える。ただし提示 したものはすべて破片からの復元実測か拓影であ り、特に底部付近

の形態は全 く不明である。

波状口縁 をもつものの鉢部は底部際からほぼ直線的ないしは口縁に近 くなってやや反 り気味に

大きく開 く形の 1種類 しかみられない。代表的な例 として109。 110。 113・ 130等 がある。これら

の口縁部は四単位で全周する大きな波状 となろう。波状口縁の例外 としては133(鉢部から口縁に

かけて内彎気味に外開)。 134(口 縁端部が肥厚し「く」の字形に内屈)が あるがいずれも波状の振幅が

小 さく、平縁口縁のものの亜種 とみた方がよいか もしれない。

平縁口縁のものは断面形に 3種類ある。 A種は11・ 117に 代表される底部から直線的ないしはや

や端部が反 り気味に大き'く

外開して口縁端部に至るもの、B種は107に 代表 される口縁部が内彎 し

ながら立ち上がるもの、C種は直線的に外開 してきた鉢部が大 きく「く」の字に内屈 して口縁部

をつ くるものである。

文様

個別の文様、文様帯、施文具或いは施文方法に多様性 と共通性が窺える。 これらの総体 とした

文様に関連する要素は、前述の器形の種類にかなりよく対応する。

文 様 帯  深鉢形の波状口縁のもの及び平縁口縁のA～ C種は頸部以上 と以下で文様帯が 2段に

分かれる (2段構成)。 上端から第 1段 日、即ち口頸部は横位に 4の倍数単位の反復で同様の文様

を連ね、第 2段は頸部下から底部際までで、縦長に 4な いし8等分 している。16の様な例外もあ

るが、A～ C種はこの文様帯の配置が最 も基本的なものと考えられる。これに対 し深鉢形平縁口

縁の D種には 7の様に横位 3段以上の文様帯をもつものがある。第 2段 日以下の文様帯は 2段構

成のものと同じ型だが、日縁部の周囲に横位の縄文帯 をつ くっている′点が特徴的である。 また 6

の様に 7と 同様な口縁外周の縄文帯以下は一帯 として捉えた方が良いものもあるが、このD種は

頸部の括れがないためか、概 して口頸部 と胴部がきっちり二段の文様帯に分け難い。 6に しても

欠損 している胴部下半の文様の展開は、或いはもう一つの文様帯 として提えるべ きものになるか

もしれない。 この点からみると12は 胴部破片であるが同じD種で第 2段 日と第 3段 目の文様帯の

一部が現れているのであろう。同様なD種の一部 と思われるものに27・ 75。 98が挙げられる。深

鉢形平縁日縁の E種は文様帯に区切って文様を提えられず、F種はほとんどが小破片で文様帯の

構成については触れられない。

浅鉢形のものはすべて口縁部の内面か外面或いはその両方に 1段のみの文様帯 をもち、それ以

下の鉢部は無文 となる。136は その唯一の例外で外面に口縁部の文様帯から鉢部へ垂下される沈線

がみられる。浅鉢形ではなく深鉢形の回縁部かもしれない。
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文 様  個々の文様は専 ら器面への陰刻により描かれ、隆起線は基本的には文様帯や大まかな文

様のまとまりの区画に用いられるのみである。描かれる個々の文様は「U」 宇ないし逆 U字状の

弧、円、楔状の「T」 ないし「Y」 字形が主となり、これらに縦位、横位の直線が伴っている。

器形によっては竹管状施文具 を用いたと思われる連続爪形、刺突による三 日月形がみられる。こ

れらの文様が先に挙げた各器形各種の文様帯にかなりの共通性 をもって組み合わされて描かれて

いる。次に各種の文様帯の文様の特徴についてみてみたい。

深鉢形平縁口縁のA種及びB種の第 1段文様帯 (口 頸部文様帯)は 、逆 U字形の弧と円を交互

に連ねて 8単位で全周させるものが基本 となっている。円には単円、二重以上の同心円、渦巻 き

の各種類があって、T宇 ないしはY字形で二・三方から囲まれて所謂「玉抱 き三叉文」を構成 し

ている。細部に多少の変形はあるが、この文様の組み合わせ として観察できる同種の文様帯 をも

つ ものとして 1・ 2・ 17・ 67・ 69・ 80。 105等 が挙げられる。これらの細部の相違 (変形)を 列挙す

ると、 1は 弧線の端部が連結 して弧線 というより大 きな波状線になり、17は玉抱 き三叉文が 1つ

おきに円の替 りに並行線をもち、69。 105は 円を囲むT字形がはぶかれ、80は 玉抱き三叉文が配さ

れるべ き部分にも弧線が並列されている、という状態である。

同器形同種の第 2段文様帯 (1同 部文様帯)は 頸部から垂下される隆起線によって縦長の区画に 4

等分される。区画内は、単に縄文が施されるだけのもの(1)、 上端に沈線による縁取 りの描かれる

もの (2・ 3)、 上端に逆 U宇形の弧のj菫結やT宇形が楔状に描かれるもの (67・ 77)、 頸部から垂下

される縦の隆起線の両 1員 1に 沿って引かれる沈線・平行沈線が胴部中央付近で菱形を描 く様に彎曲

するもの (5。 40。 87)等の多様性がみられるが、いずれも縦長の 4区画の構成を乱す ものではな

ぃ。第 2段文様帯が以上の外、16・ 59・ 86・ 102の様に上端にもう1つの文様帯を設定できそうな

ものや、31～ 33・ 57・ 58・ 66等の様に縦長の 4区画の基本が崩れて小区画が描かれるものなども

ある。

深鉢形平縁日縁 C種は明確に該当する個体が 9の 1箇のみであるが、第 1段文様帯は幅の狭い

縄文帯、第 2段は前のA、 B種の様に縦長の 4等分がなされずに逆 U字形の弧線を連結 して楔状

T宇形を組み合わせている。この第 2段文様帯の縦の 4分割がない点が特徴であろう。

深鉢形平縁日縁 D種は 2段以上の文様帯 をもつ ものがあることは前述 した通 りである。第 1段

文様帯は幅が狭 く、縄文帯 となる。 6。 7・ 98等 でよく観察できる。第 2段は 7・ 27の様に明瞭

に文様帯 を画す ものと、 6・ 98の様に既に隆起線による縦の 4分割がこの段から始まるものの 2

種がある。前者は内部に変形された玉抱 き三叉文をもつ大きな上方に開 く弧を4単位で連ね、更

にその弧を隆起線で縁取ってお り、後者は区画内部を直線で縁取ったりその中′由、に同心円を描い

たりしている。第 3段文様帯は基本的にはA、 B種の第 2段文様帯 と同じく縦の隆起線で縦長の

区画に 4分割されるが、更にそのまま隆起線際を縁取っただけのものと、区画の上端に逆 U字 を

横位にi墓結させて連結部から直線を垂下させたものの 2類がみられる。

深鉢形平縁日縁 F種は口縁部付近の破片のみで頸部以下の器形、文様を知 り得ないが、日頸部
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のみをみても、「 く」の字に屈曲する部分で上下 2帯に分けられそうである。即 ち第 1段 目は39の

様に横走する直線に伴って縦の短沈線が並べ られるもの、38・ 49・ 65・ 82の様に単に横走する直

線のみのもの、84・ 85の様に円形の刺突が二段で横位に並べ られるものの 3類程がみられ、第 2

段 目は横走する直線で区切 られた中に縦位ないしは斜位の直線が充損されるもののみで捉えられ

る。文様を知 り得る範囲の F種は円形刺突のものを除いて、長短さまざまな直線で文様が構成さ

れる傾向が強いと言える。 F種 として捉えられず、むしろA種や C種の器形にあたるものの中に

も、専 らこの直線で文様が構成されるものがいくつかみられ (26、 42、 43、 68)、 これらは、或いは

器形を超えて一括 して良いものかもしれない。 F種の頸部以下にどの様な文様帯、文様が続 くの

か今回の資料ではよくわからないが、23か28の様なかるい沈線で描かれる頸部付近や、31、 33の

様な平行沈線で描かれている胴部付近はどうかと思っている。

浅鉢形は平縁日縁、波状口縁の両方 とも文様は類似 している。 3種類程の文様構成が窺える。

その 1は幅に多少の違いはあるが、いわゆる爪形文を連続させているもので、この竹管状施文具

の押 し引きでつけられる文様が平縁口縁のものでは横走 し、波状口縁のものでは波状部で渦巻 き

や同心円状に連ねられている。その 2は 、単なる横走する直線またはこれに刻み状の縦位短沈線

が伴 うもの、その 3は縄文帯だけのものや、前 2者では捉えられないものである。その 2、 その

3が口縁部内外面 どもに現れるのに対 し、その 1は 専 ら内面のみという特徴がある。

施文具  深鉢形および一部の浅鉢形にみられる沈線は断面形が半円となっており、先の尖った

ヘラ状工具よりは断面形の九い細い棒状工具で引かれたと考えた方が無難であろう。この他沈線

ではごくまれに平行沈線が認められ (5。 14。 16・ 28?。 31・ 32・ 33・ 40。 41)こ れらは半裁竹管によ

り描かれたものとみている。浅鉢形につけられた各種の爪形文は従来の考え方通 り、半裁ないし

は多裁の竹管工具によるものであろう。深鉢形および浅鉢形の一部にみられる縄文は時に地文 と

なり、時にその文様帯の主要な文様 となっている。縄文の施文方向は、深鉢形 D種の第 1段文様

帯や、A～ C種のごく僅かな頸部の隆線につけられるものが横位に回転されるだけで、他はすべ

て縦方向である。縄文の撚 りはRL、 LRと もにみられ、30%位のものは結節を伴 う。縄文の他

に、まれに撚糸文が地文 となっているものがある(2・ 5。 89。 90。 95)。 (神澤昌二郎 )

今回出土 した石器の総数は261′点である。調査区 5`地区のうち、E地区から最 も多く出土、表採

の 8`点 を除 くと、その90%以上229′点を数える。ここでは器種毎に大きな分類を行い、概要を述べ

る事 とする。

1)石會族 (第 33図 1～ 33)

33`点 出土 した。これらは茎の有無 と基部形、側辺の形状で次のように大 きく分類 した。

無茎凹基―A、 同平基―B、 同円基一C、 有茎凸基―D。 1員1辺 内彎― a、 直状一 b、 外彎― c、

A:B:C:Dの 数量比は24:3:3:1と なった。 a:b:cを みると1:14:15である。又

器石
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B、 C、 Dの 7点はすべて側辺外彎を呈 していた。欠損品は15点 と約半数を占め、脚部欠損が 9

点 と一番多い。石質は 4点 を除いて、黒 1程石製である。次に個々について見てみると、扶 りの深

い 3だけはやや青みがかった黒曜石 を用いており、今回出土 した小物石器中この 1`点 は、他の黒

曜石 とは産地が異なるものと思われる。 6は縁部が一部を除き白濁 しているのが観察できる。こ

の状態は固い対象物に当て、擦ることの反復運動による磨滅であろうと考える。33は 一応ここに

入れてはおいたが、欠損部が既に再加工 されており、他の 1～ 32の石鏃には見られない鋸歯状の

側辺が何 らかの石器への転用を思わせるものである。

2)石錐 (第 33図 34～ 40)

7′点出土 した。全体形からつまみ部を有するもの(A)と 、棒状のもの(B)に分け、錐部の 2次

加工が両面(a)か 、片面(b)か で分類 した。 Bは すべて両面加工であり、片面加工の 2点は共に

つまみ部 を有 していた。両面加工 されているものの中で特につ くりの丁寧なものは34、 35の 2点

である。また35～ 37の 3点は先端が欠損 したものをほとんど加工せず再利用 しているものと観察

される。38は 錐部の先端に石鏃 6と 同様の磨滅が見える。39は 両端に錐部をもつ ものである。こ

の 2箇所の錐部は、低い三角形状の断面 を呈 し、簡単なつ くりではあるが、他の 6点 より尖鋭な

ものとなっている。

3)石匙 (第 34図 41、 42)

2点である。41は 刃部形状円刃を呈 し、いわゆるラウン ドスクレイパーにつまみをつけた`恰好

をしている。又、42は 外彎刃で、横型石匙 としての大形のつまみの他に、刃部の一端に小さなつ

まみを作出している痕跡があり、いわゆる縦型石匙 とも受け取れる。

4)ス クレイパー (第 34図 43～ 49)

7点出土 した。刃部の形状により、外彎刃(A)、 直刃(B)、 内彎刃(C)、 さらに、 2次加工の

種類によって両面加工 (a)、 片面加工 (b)と に分類 した。器種全体の傾向は外彎刃、或いは両

面加工のものが主流をなすように思われるが、絶対数が少なく確たる事は言えない。7点のうち、

大 きい方の 3点がチャー ト製であり、これらは石匙に比べるとかなり粗雑なつ くりである。又、

47は狭小な刃部 と、反対 4員 1に 残されている打痕が他のものとはやや異なった感 じの石器である。

5)ピ エス・エスキーユ (第 34図 50～ 52)

これら3点はいわゆる両極打法のみられる争J片 であり、ここに一括 した。いずれも縦長の素材

でいわゆるピエス・エスキーユ とはやや全体形の異なるものではある。

6)使用痕のある剥片 (第 34図 53～ 57)

5点 を図示 した。 これらの分類は使用痕部の平面形状をスクレイパーの刃部形状 と同様に扱い

又、刃つぶれ(a)か 、刃こぼれ(b)か という観点から行った。結果、ほとんどが b型の刃こぼれ

であった。

7)打製石斧 (第 34～ 39図 58～ 154)

113点 出土 した。分類は基本的には、中央道報文「岡谷その 4」 (青沼1980)に 従い、現状の側辺

-43-



と刃部形状による組み合わせで行っ

た。

量的にみると、 I:H:IIIの 比は48:

10:35で撥 。平行短冊型が非常に多

い事が分る。 又、A:B:C:Dの

それは20:27:18:21と 円刃が他よ

りもやや 多い程度で極端に偏った傾

第 3表 打製石斧の形態別個体数

直刃(A) 円刃(B) 尖刃(C) 斜刃(D) 不 明

撥   型(1) ‐３

　

ｌ

　

Ｈ

Ｈ

　

ｌ

　

５

Ｈ

　

２

　

５

胴膨短冊型(II)

平行

不 明 1 1 3
(両 者不明)

13

向はない。

打製石斧の中には完形ではあるが一見 して作成する段階での過程、例えば薄化時、調整時、或

いは使用中に破損 したもの をそのまま、もしくは若干手を加えるだけで継続使用 したと見られ

るものがある。刃部側では、58、 62、 72、 98、 131、 133、 又頭部側では、63、 67、 93、 107、 108、

110、 115、 116、 縦に半折 したもの97、 不明117、 等を指摘する事ができる。これらは計16点 となり、

量的には全体の約25%に 当たる。側辺、刃部形でみると、 Iが 7点、Dが 6点 であり、斜刃へ 多

く偏った姿 を示 している。次に欠損部についてみると、頭部24、 刃部 13、 胴～頭部 9、 胴～刃部

7点 を数え、頭部が欠しやすいことを示 している。

使用痕は多くの場合、刃部際の1員1辺部は丸みを帯び、その周辺の主にどちらか片面の剥離の稜

部が平滑化 してお り、なかには刃部に太い凹みの線条の痕跡を残 しているものもある。そのよう

なものの中から特異なものとして62、 117が ある。頭部に痕跡を見せる62は 、刃部欠損後再び刃部

を作出している、その間にでも頭部 (員 1を 刃部 として使用 したのであろう。117は 断面を見ると、片

面が大 きく子J落 してからそちら側を刃部 として用いた結果であろうと考える。又、79、 115、 150

の片側辺部にのこる使用痕は他の刃部周辺に見られる痕跡 と全 く同じ状態であり、極めて偏った

使用方法によるものと思われる。

8)横 刃型石器 (第 39、 40図 155～ 177)

27点 出土 した。 これらは刃部の形状のみで 3分類 している。直刃(A)、 外彎刃(B)、 内彎刃(C)

である。数量でみるA:B:Cは 10:12:3と なり、内彎刃が 3点 とす くない。又、その 3点の

うちの 2点 (174、 175)も 、刃部作成時の 1回 の加撃が大きすぎて彎曲 してしまった感が強 く、

刃部の全体形へ払われた考慮ではないようである。欠損のあ り方は、刃部或いは背部の一部 を

欠するというものもあるが、刃部から背部にかけて半折するというものが 4点 あり、これが本器

の普通の欠損のタイプと思われる。

使用痕跡についてみると、横刃型石器類には打製石斧のような明瞭な痕跡はのこっていない。

ただ159の 刃部際に光沢をもった平滑化 した面が観察できたのみである。

9)そ の他の打製石斧 (第 40、 41図 178～ 187)

打製石斧、横刃型石器 とはやや趣の異なる刃部作出のみられる石器類をここに掲げた、いわば

粗形の刃器類が多い。一部を除き周囲に刃部を設けているもの一-178～ 180、 打製石斧の刃部片を
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再加工 しただけのもの一-182、 183、 剥片に簡単な刃部を作出した薄手のもの一-184、 185、 厚手の

鈍い刃部角の片刃石器一-186、横長のもので大きな争J離が行われていてもまだ刃部をもたないも

の一-187等 がある。

10)石錘 (第 41図 188)

唯 1点 のものである。礫石錘で手ごろな緑泥岩の自然石の両端を数回ずつ加撃 したのみで他に

加工は見られない。

il)磨製石斧 (第41図 189～ 192)

4点 出土した。定角式石斧と乳棒状石斧である。定角式石斧は小形の189と 大形の190があり、

190は 刃部破損後、破損面を敲石 として利用した痕跡がある。191は頭部破損後再加工が行われた為

か広い刃部巾に不似合な寸詰 りのプロポーションとなっている。192は乳棒状石斧の頭部側の破片

である。

12)敲石、凹石、磨石 (第 41～ 43図 193～ 219)

これらの石器は一括 して扱った。合計44点 の出土を見た。

型式は石器に見られる次の各痕跡をプラスすることとした。敲打に伴った、大きな彙J離がある

―― A、 凹部をもつ一― B、 磨滅痕が顕著な面をもつ一― C、 小 さな敲打痕をのこす平滑面があ

る一― D等である。その結果、A tt B ll点 、A9点、B、 C+D各 6点 、A tt B+C4点 となり、

C、 D、 B+C、 A+C+D、 A+B+D、 B+C tt D、 A tt B tt C tt Dが各 1点 であった。こ

のことから、Aの敲打痕か、Bの凹だけをもつもの、或いはその両者を有するもので半数以上 と

なりさらにこの両者に Cの磨滅痕 をも含めると、全体の約70%を 占めることとなる。又 1点のみ

を除きDは Cを共に持ってお り、逆に Dと Aの敲打痕、あるいは凹という2通 りの型式は見られ

なかった、これは仕事の類似、相違性 を示すものと考える。

個々の痕跡についてもうすこし観察 してみると、Aに は調整痕までもつ193、 194と 、 2面 ない

し3面により生 じた稜、突端部を利用する199、 200、 比較的扁平な素材の端部を利用した201、 202

等が多い。 また凹の用途 とも関係する事であるが、破損部位が凹の位置 と合致 しているものが 9

点あり、その中で長軸に対 して直角に破損 した216、 217な どは、新 しくできた面の縁辺を敲いて

つぶ し、面 も敲 きによりかなり平滑化 していた。

Cの磨滅痕の典型的なものは219の 石鹸状 を呈するものである。又、やや特異なものとして215

がある。半折 した凹凸面が擦れてお り、普通は外彎面 となる他のものとの用途の違いを感 じさせ

る。

Dは 、特殊磨石にみられるあの平滑面である。 多くはDだけの痕跡 (216)だけではなくC痕跡

を隣接 させている。使用面は長楕円形を呈 し、ほとんどが長軸に平行する面にあるが、212、 213

は直交する面にもみられる。これらの痕跡は “敲 きと擦 り"を交互に行った所産ではないかと考

える。

13)石皿 (第44図 220～ 223)
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１

4点 出土した。すべて破損品である。222は 他の 3点 よりも薄い石材を用い、表裏両面に皿部を

作 り始めたものである。まだ起伏が激しく平滑化していない。

14)台石 (第44図224)

前述の凹石よりも極端に大きく、厚みのある長方形の石の 2面にはわずかな凹みが残っている。

(高桑俊雄 )

ピエス・エスキーュ、使用痕ある争J片等については図化したものだけを含めたが、実数ではもっと

多くなるであろう。

むろん製作当初 目的とした、或いは破損前の形態などは分 りようもないが、石器の平面、断面の状

態、調整の疎密などでアンバランスなものをここに選んでみた。

刃部 と頭部を欠するものは、刃部 1、 頭部 1と して計算 した。

177は BoC両 方に含めた。 3点 は不明。

このようにこれらの破損後の再使用は敲打器への転用が多いようである。表には壊れて誕生 した面

に何 も人為的な痕跡のないものだけを一部破損 としておいた。ちなみに全体では11点 となり25%と い

う値を示す。

6『長野県中央道報告書―原村その 5』 (長野県教育委員会 1982 笹沢・佐藤)に よると、阿久では

このタイプのものは70%以上がBと Cの他に敲打痕をも残している。

土製品

土製品としてとりあげたものは14点 あり、その 1点以外はいずれもが堀の中にあたるE地点の

多量に出土 した土器 と共にあったものである。土製品は土偶、不明の土製品、土製円版の二つに

分けられる。

a 土偶 (第45図 1～ 5、 7～ 9)

1は いわゆる河童型土偶の頭部で、頭頂部は平 らでX状の 3本ずつの結節沈線をひき、右側 1

本は先端が内4員 1に まるまり、他端は分岐 して対象的にまるまっている。 X状沈線の間にも一対の

三角形 を沈線で描き、後頭部には後斜めに径 4 mmの貫通孔がある。顔面は平べった く小さいが、

剥離 していて形状不明である。頸部中央には径 3 mmの孔が縦にあいている。色調は褐色と黒色、

胎土にはかなりの石英細粒を含む。 2は妊娠土偶で胴部前面 しか残っていない。大きくはち切れ

んばか りに脹 らんだ腹部には大めの妊娠線が走 り、踏は串状工具で突き差 してある。脚の付根は

2.5× 2.4cmのほぼ円形である。色調は茶褐色、胎土には微砂粒を含む。 3は板状の土偶で腕 と胸

部が残る。前面には首から肩へ 2本の結節沈線が引かれ、腕は短か く、先端が丸 く表現されてい

る。小 さ目の乳房の間に縦に結節沈線が垂下する。背面は平 らで無文である。頸部 と胴部中央に

はそれぞれ 3 mmの孔があいている。色調褐色、裏面 3分の 2位が黒色化 している。 4は土偶の側

面と思われるが、部位ははっきりしない。佃1面に 2条の結節沈線をもち、片面は無文、他は剥離

2

3

4

5
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している。色調茶褐色、胎土には白色微粒 を僅かに含む。 5も 部位がわか りに くいが、土偶の左

腹部あたりと思われる。 (員]面に 4本の結節沈線がは じまる。裏面は無文で反っている。色調茶褐

色、一部黒色化 している。 7、 8は 足で、 7の足裏は僅かに彎曲してお り、i果 にあたるあたりに

3条の短い沈線を施 している。足部分だけを別造 りしたらしく、塊状に残っている。 8も 足部で

あるが、形状から右足と思われる。足底は平 らで内側が くびれる。上部からの孔が僅かに残る。

色調は 7は茶褐色、 8は 淡橙色に内4員 1は にぶい橙である。胎土は共に僅かに石英の微粒を含む。

9は 全長2.6cm、 上 。下面径1.6cmの ほぼ円形の耳栓にも似た、鼓形の土偶である。反 りの少い(員 1

面に縦に深い沈線を引き、上部に両 I長 とも思える凹み、鼻と思われる不整菱形の凹み、日と思わ

れるやや浅目のはっきりしない凹みの 3つが施されている。 しかし見様によっては、顔面、胴、

下腹部 とも見える。色調は茶褐色、胎土は僅かに雲母を含んでいる。焼成はよい。

b 不明土製品 (第 45図 6)

6は 土偶 と決め難いもので、2.8× 3.Ocmの格円のラッパ状のものであり、短径片 1員 1に 僅か 2 mm

の小孔が穿たれている。すぼまる基部 はそのまま終っているのか、他 と接続するのか摩耗 してい

て不明である。色調黒褐色、胎土は僅かに細砂粒を含む。

c 土製円版 (第46図 1～ 5)

5′点ある。 1は 縄文の付された土器片の側面を磨ったもので、直径3.6cmで僅かに内彎する。2

は羽状の4本の沈線 と、隆帯に縄文を施 したものの破片で、側面を磨ってほぼ円形に整えている。

色調褐色、胎土に雲母を含む。 3は D地区検出面出土のもので、縄文施文の土器片を磨って円形

を形づ くっている。色調茶褐色、内面黄褐色。胎土雲母含む。 4は長径3.4cmの小型のもので、無

文の土器片の i員!面 を磨っている。色調茶褐色。胎土白色細粒を含む。 5は 無文土器片でやや 6角

形にも似た形で、明らかに 2辺 を磨って調整 している。これらの他、土製円版 としては疑間があ

ったので図示 しなかったものが 3点あるが、その中の 1点 は繊維土器であり、これが土製円版 と

すれば、松本平の中では時期的に最古のものと言えるので、あえて言及してお く。

(神澤昌二郎 )
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第 4章 縄文時代中期における松本平

一―牛の川・雨堀遺跡の資料について―一

1979年 牛の川遺跡、1980、 1981年雨堀遺跡第 1次、 2次調査によって、多量に出土 した遺物の

主体は縄文時代中期に属するものである。 しかし、中期全般すべてを埋めることができるもので

はないが、長野県の縄文中期編年、唯一である井戸尻編年 (藤森他 。1964、 武藤他 。1978)に照 し合

わせ、土器 と共に八ヶ岳山麓における炉形態の変遷 (折井 。1977)も 参考 として考えてゆきたい。

ここでは両遺跡、住居址、土墳、遺構外一括資料の中から良好な資料 を選び、縄文時代中期、九

兵衛尾根 H式 、格沢、新道、藤内 I、 H、 曽利 I、 H、 Ⅲ、Ⅳ、V式期併行のものをあつか う。

(中 にはその式期併行のものでも、古い部分、新しい部分の資料しかないものは、その全様相を述べずそ

れのみを扱う。また、何々式併行を( )付けとし縄文時代中期何期とした。良好な資料のない九兵衛尾

根 I式期併行を縄文時代中期松本平 I期、猪沢式期併行をⅢ期、井戸尻 I式期併行をⅦ期、井戸尻Ⅲ式

期併行をⅧ期とした)。

松本平の中期土器の様相を概 して、諏訪地方 (特に八ヶ岳山麓)と 比べて、通 して簡単に見ると、

中期初頭においては諏訪地方 とほとんど変わりなく、中期前葉、中葉においても平出第 3類 Aの

数量の違いなどわずかな違いはあるがほとんど変 りが見られない。 しかし、中期中葉終末より中

期後葉においては、八ヶ岳山麓の曽利式土器 (山 梨が中心らしい)と は、様相の違った、中期中葉終

末～後半前半の所謂「梨久保 B式土器」、後葉前半～後半の所謂「唐草文土器」が主流をなす。

以下、土器の番号は報告書に掲載された時のものである。

1)縄文時代中期、松本平 H期 (九兵衛尾根II式期併行)

雨堀 B地区 1号住、雨堀第 2次調査、土娠内、遺構外一括廃棄土器群から新 しい段階の資料が

出土 している。器種別に分類 して見ると、

深鉢A一一 円筒形で底部から口縁部に向って直線的に開 くもの。 (雨 2次 20)

B一一円筒形で底部から口縁部に向ってゆるやかに広が り、口縁部がやや広がるもの。(雨

Bl住、 2・ 雨 2次 6、 7、 8、 10)

C一― 円筒形 だが、頸部がやや くびれ、日縁部が 多少内彎 しキャ リパー形 口縁 になるもの。

(雨 2次 1、 3。 雨Bl住 1、 5)

D一―胴部がゆるやかに脹 らみ、頸部 で くびれ、口縁部が 多少内彎 しキャ リパー形 口縁 に

なるもの。 (雨 2次 2、 5、 15、 17)

E―一褻形に近い器形で、日縁部は短かく外反し、頸部でくびれ、胴部がゆるやかに脹ら

―-74-



むもの。 (雨 2次 、 9)

浅鉢A一―底部から口縁部へ直線的に開 くもの。 (雨 2次 、11)

深鉢における底部は、所謂「張 り出し底」 といわれる、底部縁が外 4員 1に 張 り出すものと、底部

から胴部へ開 く2種がある。文様帯はほとんど口縁部文様帯 と胴部文様帯に区別される。

文様は縄文 を地文 とし沈線文で施文するものが多く、連弧状や渦巻、Y字状懸垂文、楔状懸垂

文、三叉文 を描 くものが多い。隆帯ではT字状、Y字状、蕨状懸垂文 を施文するものが多い。中

には雨第 2次 7の様に隆帯の弧線で横帯区画文を構成するものもある。 また雨第 2次 6の ごとく

隆帯の懸垂文を4単位貼付 しその中を沈線で区画するものもある。地文 となる縄文はほとんどが

口縁部は横位に、胴部は縦位に転が している。雨第 2次 2、 5の撚糸文は、北陸地方に多い木目

状撚糸文の流れを汲むものと思われる。地文が無文のものでは雨Bl住 2、 雨第 2次 8の ごとく

細 く角ばった結節沈線を施文 したⅢ期の先駆的文様を配するものもある。雨第 2次 6、 7の土器

はおそらく、雨 Bl住 2の部類の土器に区画文の類似、器形の類似などから前者から後者へ変化

したものと考えられる。

雨 Bl住の一括資料はH～ Ⅲ期への過渡期、関東でいう五領ケ台式直後 (佐藤、1974)、 阿玉台直

前型式 (西村、1972)に あたる良好な資料で、雨第 2次 、一括廃棄土器の大半はその一段階手前の

ものと考えられる。県内の同時期の遺跡 として、岡谷市船霊社、原村大石、茅野市頭殿沢等があ

る。

別系統の土器 として、北陸系の土器が、雨堀 2次調査で出土 している。

この時代の住居址資料は雨Bl住 しかなく、今のところは地床炉のみであるが、埋褻炉 も存在

したと思われる。

2)縄文時代中期、松本平Ⅳ期 (新道式期併行)

牛の川 B地区 6号住居址、雨堀 A地区 6号住居址か ら出土 している。

器種 別に分類 してみ ると、

深鉢Al丁~円筒形 で口縁部に向って直線的に開 くもので高 さが高いもの。 (牛 B6住 4、 5、 18、

雨A6住 、 9)

深鉢A_円 筒形 で回縁部に向つて直線的に開 くもので高 さが低 い もの。 (雨 A6住 2)

B―一 円筒形で底部か ら口縁部に向ってゆるやかに広が り、口縁部が開 くもの。(牛 B6住

1、 9)

Cl一― 底部か ら口縁部に向つてゆるやかに口縁部がやや内彎す る。 (牛 B6住 3、 8、 雨A

6住 3、 4)

C2~~底 部か ら頸部に向ってゆるやかに開 き、日縁部が大 き く外反 し、内彎す るキャ リパ

ー形になる。 (牛 B6住 6、 7、 雨A6住 5)

C3~~底 部か ら頸部に向ってゆるやかに開 き、頸部で外反 し、日縁部がやや内彎す るもの。

-75-



(雨 B2住 2)      '

C4~~C3と ほぼ同じ器形であるが、頸部で外反し、口縁部が大きく内彎するもの。(雨B2

住 1、 牛B6住 19、 雨A6住 8)

El――胴部はゆるやかに脹 らみ、頸部で外反し、日縁部が多少内彎するもの。 (雨 A6住 、

7)

E2~~胴部はゆるやかに脹らみ、頸部で外反し、口縁端部が直立及びやや内傾するもの。

(牛 B6住 11)

F――胴部中半部で くの字的に大 きく脹らみ、頸部から口縁部に向って外反し口縁部がや

や内彎 し、キャ リパー形になるもの。 (雨 A6住 6)

浅鉢は見 られないのではぶ く。

文様帯はほとんど頸部付近で口縁部文様帯、胴部文様帯に区別されるが、雨A6住 6の ごとく

文様帯 を区別 しがたい縦位の区画文や文様帯の区別できないものもある。 また雨A6住 6、 B2

住 2の ごとく、底端部まで施文するものも見られる。文様構成では、三角状及び弧線状、楕円状

の横帯区画文 を構成するものが多くなる。 また、縦位区画文を構成するもの (雨 A6住 6、 牛B6

住19)、 横帯区画文、縦位区画文の両者で構成するもの (雨 B2住 2)や抽象文 を構成するもの (雨

A6住 8、 9)、 抽象的把手、突起 をもつ もの (雨 B2住 1、 ,2、 牛B6住 6)な どが見られる。文様

では、地文に縄文 を施文するものの数量は減少 し、区画文内や隆帯添いには、<状の結節沈,線 、

連続す る刺突文、縦位 及び斜行沈線を充損、施文する。他には、波状の沈線、結節沈線等を施

文 している。キャタピラ状の結節沈線を施文 したV期の先駆的文様 もある。雨 B6住 7は棒状工

具か半裁竹管状工具の背による沈線、牛 B6住 11は 半裁竹管状工具による二条一組の沈線の施文

である。両者共器形は平出第 3類 Aに 類似するが平出 3類 Aと は胎土、器厚がやや異なるし、雨

A6住 7な どは施文工具 も異なるが、施文 されたモチーフ、器形などから、平出 3類 Aの系譜を

ひ くものと考えられる。雨A6住 6の器形、半裁竹管状工具腹面を強 く当てて引 く沈線 (半隆起

線文)及び区画文、雨B2住 2の胴部文様帯下半の半裁竹管状工具腹面を強 く当てて引 く沈線及び

その区画文の形状は、北陸地方の土器系統 (上山田古式)の影響 を受けたものと思われる。特に雨

B2住 2の胴部文様帯下半の区画文は、北陸系統の手法と類似する。牛 B6住 4、 7、 8、 15、

はⅢ期的な様相の細 く角ばった結節沈線を残 している。'特に 8は Ⅲ期の手法そのままであり、牛

B6住の土器群はⅣ期の古い部分 と考えられる。雨B2住は 2個体のみではっきりしないが標準

タイプと思われる。雨A6住 9は 、V期に多く見られる土器で新 しい手法である日縁部文様帯に

縄文 を施文 し、一部分を円や楕円形に磨 り消 し、胴部文様帯に抽象文が施文 され、キャタピラ状

結節沈線が施文 した土器である。おそらく雨A6住はⅣ期でもやや新 しい部分の土器群 と考えら

れる。

この時期の炉は牛の川B6住、B8住、雨堀B2住が 4つの石 を組み合わせた小さな石囲炉で、

A6住が周辺に石を3箇 もつ地床炉である。他に中信地区の同期の炉としては塩尻市平出遺跡へ
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号住、ワ号住、塩尻市中島遺跡 2号住があり平出へ号住は周囲を7箇の礫で囲った埋甕炉、ワ号

住は埋甕炉、中島 2住は小さい規模の石囲炉であるので石囲炉、地床炉、埋裂炉が併存していた

と考えられる。

3)縄 文時代 中期 、松本平 V期 (藤内I式期併行)

牛の川 9号住居址から出土 している。     :

器種別に分類 してみると、 、

深鉢A―一円筒形で回縁部に向って直線的に開 くもの。 (牛 9住 9、 10、 38、 40、 41、 42)

B「― 円筒形で日縁部に向ってゆるやかに開 くもの。 (牛 9住 39、 47)

B_Blと 同形だが口縁部が大 きく開 くラッパ状のもの。 (牛 9住 6、 7)

B「~~B2と 同形だが底部直前でやや屈曲し、底部に至るもの。 (牛 9住 35、 36)

C「―底部から口縁部に向ってゆるやかに開 くBl的 な器形であるが、口縁部がやや内彎す

るもの。 (牛 9住 2、 8、 14、 23、 26、 34、 52)

C_Clと 同形だが口縁部が大 きく開き、日縁端部が内傾するもの。 (牛 9住 45、 51)

C「一‐Clと 同形だが口縁部が内彎するもの。 (牛 9住 1、 4、 5、 11)

C4  C3と 同形だが、底部直前で
｀
張 り出し、屈曲し底部に至るもの。 (牛 9住 21、 22、 24、

25、 37) .

D――胴部はゆるやかに脹 らみ、頸部 で外反 し、日縁部が内彎す るもの。 (牛 9住 3)

E――胴部は く字状に脹 らみ、頸部 で外反 し、日縁部が内彎す るもので、台付の もの もあ

る。 (牛 9住 16)

F_胴 部はゆるやかに脹らみ、頸部で外反し、日縁端部が直立するもの。 (牛 B9住50) '

F_胴 部はゆるやかに脹らみ、頸部で外反し、頸部～口縁部の中半で屈曲し、日縁部が

直立及び、内傾するもの。 (牛 B9住 12、 13、 27).

浅鉢A一―底部から回縁部に向って開き口縁部が内彎するもの。 (牛 B9住 54、 55)

B一―底部から口縁部に向って開き口縁部がくの字状に内傾するもの。 (牛 B9住 53、 54)

他に有孔鍔付土器、器台がある。

文様帯はほとんどが頸部で口縁部文様帯、胴部文様帯に区別されるが、胴部文様帯が 2分 され

るもの、日縁部文様帯、胴部文様帯が同一で区別されないものもある。文様構成は三角状及び大

きな波状、楕円状の横帯区画文で構成するもの、縦位区画文を構成するもの、抽象文を構成する

ものが多くなる。 ミミズク状の抽象的把手をもつものも多くなる。文様では、地文に縄文を施文

する比率は前時期とほとんど変化がない。区画文内,隆帯に添い、キャタピラ状の結節沈線、縦

位及び斜行沈線等を充損、施文している。牛B9住50は 平出第 3類 Aと 呼ばれる土器で、牛B9

住、12、 13、 27は 所謂「蒸し器」 (武藤、1965)と 呼ばれる土器で直立するか、内傾する口縁部の     ,

長さが50と は異なるのであるが、形状は似かよっているので、武藤氏の述べられているごどく、
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前者から後者へ変化したものと考えられる。牛B9住 51、 52は 沈線及び半隆起線で曲線や渦巻文

を強く施文 した土器で、馬高式系の土器と考えられている土器であるが、器形、文様のモチーフ、

施文状態などから見て、北陸地方でも富山県、石川県に分布する上山田式、天神山式系統の影響

を受けた土器と考えられる。52は 特に半隆起線文で施文され、手法、モチーフ(把手は異なる)は

類似する。牛の川B9住の土器群はV期の標準的資料である。

この時期の炉は、牛の川B9住がⅣ期よりやや大きい方形石囲炉である。他に中信地区の同期

の炉として、波田町葦原遺跡 (1980年 )1住、3住に同程度の石囲炉が見られる。埋甕炉は中信地

区においてはまだ検出されていない。おそらく、石囲炉が多くなりはじめる時期と考えられる。

4)縄文時代中期、松本平Ⅵ期 (藤内II式期併行)

雨堀A8号住居址から出土 している。

器種別に分類 してみると、

深鉢Al―一 円筒形で回縁部に向って直線的に開 くもの。 (雨 A8住 、18、 22)

A2~円 筒形で回縁部に向って直線的に開き、口縁端部が内傾するもの。 (雨A8住 20)

A3~Alと 同形だが胴部～口縁部がやや内彎する。 (雨 A8住 21、 26)

Bl―一円筒形で回縁部に向ってゆるやかに開 く。 (雨 A8住 8)

B2~Bl的 な器形であるが底部直前でやや屈曲し底部に至るもの。 (雨 A8住 17)

Cl――円筒形だが頸部でゆるやかに外反し、日縁部が内彎するもの。 (雨 A8、 27)

C2 Cl的 な器形であるが、日縁部がやや内彎 し、底部直前で丸みをもって屈曲し底部に

至る。 (雨 A8住 6、 9)

C3~C2的 な器形であるが、口縁部が大きく内彎する。 (雨 A8住 )

C4~~~C3的 な器形であるが、胴上半部がゆるくくびれ底部直前で大 きく張 り出し屈曲して

底部に至る。 (雨 A8住 24)

C5  底部～頸部へ直線的に開き、頸部で外反し口縁部が短か く、内彎するもの。 (雨A8

住11)

C6~C5的 な器形であるが、底部直前で張 り出し屈曲して底部に至る。 (雨 A8住 2、 3、 4)

Dl――胴部がゆるやかに脹らみ、頸部で外反し、日縁部がゆるやかに内彎するもの。(雨 A

8住 5)

D2~胴 部がゆるやかに脹 らみ、頸部でゆるやかに外反し、日縁部が内彎するもの。(雨 A

8住25)

El――底部から胴中半部に向って広が り、胴中半～頸部が直立及びやや内傾、やや外傾 し、

頸部で外反し、日縁部がやや内彎するもの。 (雨 A8住 13、 19)

E2  胴上半部が丸 く脹らみ、頸部で外反し、口縁部が内彎するもの。 (雨 A8住 14)

Fl――胴部は円筒形に近いが、極わずかに脹みをもち、口縁部に向って広が り、口縁端部
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が直立する。 (雨 A8住 16)

F2~胴 部はゆるやかに脹らみ、頸部で大きく外反し、日縁端部が直立するもの。(雨 A8

住12)

浅鉢は見られないのではぶ く。

底部は底部直前で屈曲し底部に至る、屈折底が多くなる。

文様帯は、口縁部文様帯 と胴部文様帯に区別されるものが多いが、雨A8住 3、 4の様に口縁

部、頸部 、胴部文様帯の 3文様帯に区別されるもの、6の様に文様帯の区別できないものも見ら

れる。日縁部は隆帯が 2、 3本貼付されるのみで無文帯 となるものも多くなる。文様構成は、大

きな波状、桁円状、弧状の横帯区画文で構成するもの、抽象文 を構成するものが多くなり、縦位

区画文は消滅 してしまう。文様では、縄文が地文 となるものがわずかに多くなり、縄文でも斜位

に縄を回転 させて撚糸文風に縄文が縦位に並ぶように施文 しているものも現われる。区画文内は

縦位の沈線を充損するものが多く、縦位の沈線間に刺突文横位、斜位の短かいヘラ切 り沈線を施

すものも見られる。またD字状の結節沈線文を施す ものも見られる。深鉢El、 E2の所謂「蒸 し器」

の器形の胴上半部には、櫛形文が現われる (雨 A8住 13、 14)。 27は V期同様、北陸地方の上山田式、

天神山式の影響を受けた土器である。雨堀A8住の土器群はⅥ期の標準資料である。

この時期の炉は、雨堀A8住が 8箇の石 を埋め込み並べた円形石囲炉である。他に中信地区の

同期の炉 としては、塩尻市平出遺跡レ、ホ号住居址、塩尻市小段遺跡 4号住居址がある。平出レ

号住居址は 7箇の石 を埋め込み並べた方形石囲炉、ホ号住は11箇の石 を埋め込み並べた方形石囲

炉、小段 4号住は 6箇の石 を埋め込み並べた方形石囲でどれも40～ 50Cm前 後の大きさの石囲炉で

ある。この時期からは石囲炉が主流になり始めた時期 と考えられる。

5)縄文時代中期、松本平Ⅸ期 (曽 利I式期併行)

雨堀A14号住居址から新 しい段階の資料が出土 している。

器種分類 してみると、

深鉢A一―円筒形で直線的に開 く。 (雨 14住 20)

B一― A的 な器形であるが頸部で外反する。 (雨 14住 21)

Cl――底部から頸部へゆるやかに開き頸部で外反し、日縁部端部がやや内彎 しキャ リパー

形口縁になるもの。 (雨 A14住 18)

C2~胴 部がゆるやかに脹 らみ、頸部で外反し、口縁部端部が内傾するキャ リパー形口縁

になるもの。 (雨 A14住 17)

C3~C2よ りやや胴部が脹 らみ、頸部で口縁部が外反するもの。 (雨 A14住 19)

C4~~胴部がゆるやかに脹 らみ、頸部で外反し口縁部が直線的に開 くもの。 (雨 A14住 16)

C5~胴 部が極ゆるやかに く字状に脹 らみ、頸部で外反するもの。 (雨 A14住23)

文様帯は回縁部・胴部文様帯の 2文様帯に分けられるもの (17、 18、 23)口 縁部 。頸部・胴部文
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様帯の 3文様帯に分けられるもの (16、 19、 21)が 多い。口縁部文様帯はほとんどが無文帯である。

20の様に全体で 1文様帯をなすものも見られる。文様構成は、前時代までの抽象文 を構成するも

のは少なくなり、簡単になり、ほとんどが 4単位の文様構成である。地文に条線をもつものが主

流となる。19の様な沈線による綾杉文を地文に施文するのは次の段階の所産である。 16、 21の様

に粘土紐で波状文を頸部に施文するものも多い。20の様に刺突文を地文にするものは前時期 (Ⅷ

期)と 本時期にあまり多くないが見られる。17の 口縁部文様帯の縦位の沈線は次の時期に出現す

る重弧文土器及び斜行沈線文土器につながる一要素 と考えられる。 18、 21は 両者共に 4単位の隆

帯から地文の縦の条線を横断する3本の沈線が施文されており、これは、本期の新 しい部分の一

要素 となると思われる。 16、 18は 曽利系の土器で後はすべて唐草文系の土器である。本期の良好

な資料は松本平には少ないが、所謂「梨久保 B式」 とよばれる土器が主流をしめている。

この時期の炉は松本平でも多く雨堀A14号住②のごとくの長方形石囲炉が主流である。雨堀14

号住①の炉のごとく地床炉も見られるが、中には石が抜かれ地床炉に見えるものもあると思われ

る。また、松本市大村柳田遺跡などには埋設土器石囲炉がある。

6)縄文時代中期、松本平 X期 (曽利II式併行)

牛の川遺跡 B3号住、雨堀A3、 10、 13、 15、 17号住から出土 している。

器種別に分類 してみると、

深鉢A一―底部から回縁部に向って直線的に開 く、日縁端部内面には粘土紐 を貼付 し、内面に

凸帯的に出ている。 (雨 A3住 8)

Bl――円筒形で頸部で外反し、口縁部がやや内彎するもの。 (雨 A17住 3)

B2~A的 器形で頸部で外反し口縁部が直線的に開き、日縁端部内面には粘土紐 を貼付 し

凸帯的に出るもの。 (雨 A17住 4)

B3~円 筒形で頸部で外反し、口縁部がやや内彎するもので、口縁部に粘土帯 を貼付 し、

肥厚化 している。 (雨 A3住 5)

B4~~~B2的器形で頸部で外反し、日縁部がやや内彎するもの。 (雨 A15、 26)

Cl――胴部がゆるやかに脹らみ、頸部でくびれ口縁部が直線的に開くもので折り返し口縁。

(雨 A13住、12)

C2~Clと 同形 だが 口縁部内外面に粘土帯 、紐 を貼付 し口縁部 を肥厚化 した もの。(牛 B3

住 1、 2、 3・ 雨A13住 15)

C3「~胴部はゆるやかに脹 らみ、頸部で外反 し、日縁部が内彎す るもの。 (雨 A3住 3、 牛

3住 7)

C4~C3的 器形だが、日縁端部内面に粘土紐 を貼付す るか、折 り返 し、内面に凸帯的に出

て、日縁端部が肥厚化 しているもの。 (雨 A3住 4、 雨A17住 2、 牛 B3住 6)

C5 胴上半部が脹 らみ、頸部で外反 し、日縁部が内彎す るもので、日縁端部が折 り返 し
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口縁、粘土紐貼付で内面に出る。

C6~~胴部が極わずか脹 らみ、頸部で外反し、日縁部が内彎するもので、日縁端部が折 り

返し口縁、粘土紐貼付で内面に出る。 (牛 B3住 5)

Dl―一胴部がやや下脹らみで、頸部下で一端 くびれ、頸部がやや脹 らみ、頸部上で外反し、

日縁部が直線的に開 く。 (雨 A13住 13)

D2  胴部が中半で脹 らみ、頸部下で一端 くびれ、頸部がやや脹 らみ、頸部上で口縁部が

外反し、口縁部が直線的に開き、日縁端部内面が、折 り返 し、粘土紐貼付により、

内面に凸帯的に出て肥厚化する。 (雨 A3住 10、 11)         `

E一―胴部がやや脹らみ、そのまま口縁に至る、樽形に近い器形で口縁端部が、折 り返 し、

粘土紐貼付により内面に出て、凸帯的になり、肥厚化する。 (雨 A3住 2)

その他の器形 として二窓の釣手土器がある。

文様帯は、口縁部文様帯、胴部文様帯に分かれるもの、日縁部 。頸部・胴部文様帯に分かれる

もの、すべてで一文様帯をなすものの 3種がある。口縁部文様帯はほとんどが無文帯であるが、

牛 B3住 1、 2、 3の ごとく、無文帯でもわずか口縁端部に沈線、列点文 (束1突文)を 施すものも

ある。文様は、地文に縄文をもつ ものは少なく、条線、細条線、綾杉状文を施文するものが主流で

ある。 この時期になると腕骨文を施文するものがあ、えて くる。器種分類Dl、 D2は 、唐草文系土器

の中で前時期が最盛期の土器で所謂「梨久保 B式」の一要素の土器であり、その系統を受け継い

だ土器である。頸部文様帯は前時代の場合、粘土紐を格子 目状に貼付するか、余1行沈線を施文 し

ていたが、本期になると、斜行する結節沈線か、縦位の結節沈線か、斜1行沈線、縦位沈線となり、

胴部文様帯は条線の組み合わせであったものが、一部条線の組み合わせ を残すが、斜1行沈線 (綾

杉状沈線)と 変化 している。雨A17住 4は おそらく前時期の雨A14住 17の系譜をひいた土器 と考え

られる。雨A3住 2の器種の土器は本時期から新 しく出現する土器である。雨A3住 3、 4は 下

伊那地方に分布する土器で搬入品であろう。雨A13住 12は 曽利式系の土器で、後はすべて唐草文

(上伊那、松本平に分布する)系 の土器である。本期は古式 と新式に 2分できると考えられ、Dl、 D2

のような、前段階の器形を残している段階 と所謂「唐草文」 と呼ばれる文様の先駆的文様をもつ

段階の 2段に分けられると思われる。雨A3住 、雨A13住 、雨A17住 は古式段階、雨A15号住、

牛 B3住は新段階に当たると考えられる。

本期の炉は、中信の中でも多く見られ例 をあげないが、古式段階が雨 A17住 の様な長方形石囲

炉や方形の大型石囲炉、牛 B3住、雨A3住のような大形の地床炉であったと考えられる。

(大形の地床炉は、大形石囲炉の石が引き抜かれたものとも考えられる。)

新式段階は方形の大型石囲炉、大形の地床炉 とが存在 したと考えられる。
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7)縄文時代中期、松本平測期 (曽禾JⅢ 式併行)

牛の川B4住上層、B5住、B10住 、雨堀A2住 、A10住 、A12住 、A16住 の資料がある。

器種別に分類 してみると、

深鉢A――底部から直線的に開 くもの。 (雨 A10住 5、 牛B10住 9)

B――底部から頸部に向って開き、頸部でやや内彎ぎみにわずかに開 くもの。(雨A10住 4、

雨A2住 4)

Cl――胴部にゆるやかな脹らみをもち頸部でゆるやかに外反する。 x字状の退化 した把手

が付 く。 (雨 A2住 3)

C_Cl的 器形であるが頸部で外反し口縁部が直線的に開 くもの。 (雨 A10住 5、 6、 9)

C「~C2的器形であるが、頸部で外反し、日縁部が内彎するもの。 (中 には台付きも見られ

る。(雨 A16住 1、 牛B10住 12、 13、 14)

D一一底部から胴上半部に向って開き胴上半部で内彎 し口縁部に至るもの。 (牛 B4住上層

26、 25、 牛B5住 1、 2、 牛B10住 1、 2、 3、 4、 5、 6、 雨A2住 2、 雨A12住11)

他に両耳付鉢がある。

文様帯は、ほとんど口縁部文様帯、胴部文様帯に区別されるが、Dは 1文様帯のみである。文

様は、地文が縄文のものの数量が増 し、綾杉文のものが主流 となる。器形ではH期 より出現 した

深鉢 D(X期 では、深鉢Eに類似)が数量的に最高の量に達 し文様 も、地文が綾杉文でその上に渦巻

文及び曲線、剣先文などを組み合わせた、所謂唐草文が施文されている。中には地文が縦位の櫛

歯状工具による波状文 も見られる。雨A16住 1は伊那地方に多く見 られる土器 であるが文様は

曽利式系の施文に近い。牛 B12住 12は 曽利式系、13、 14雨 A2住 2、 4は加曽利 E式系の土器で

ある。雨A2住 3の把手付の深鉢の文様は大木式系の影響を受けたものと考えられる。雨A10住

5、 6、 9は 、前時期の牛 B3住 1、 2、 3の系統を残 した土器である。

本期の炉は牛の川B5号住に代表されるような大形の深い方形石囲炉が主流 となる。

松本平縄文時代中期、松本平Ⅲ期 (曽 利Ⅳ式併行)は雨堀A4住が比定されるが資料的に少ない

ので省略する。

8)縄文時代中期、松本平XI期 (曽利V式期)

雨堀Al号住居址の資料が数量は少ないが見られる。器種は底部から口縁部に向って開 く深鉢

と底部から胴部上半に向って開き胴上半部で内彎 して口縁部に至る鉢の 2器種がある。文様は沈

線で 4単位及び 8単位に区画され、ハの字状の沈線、弱い短かい沈線を施文 している。 1の土器

は 1区画の一部に縄文 も見られる。 2の器形は測期の深鉢 Dが変化 したものと考えられる。この

資料は中信地区では数少ない資料である。炉は大形の 4箇の長い石 を使用した炉であるが中信地

区では数少な く全体を通 しては不明である。
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末文 なが ら乱雑 な所がある事 をおわび したい。諸先輩方々の御批評があれば幸 いである。

(島 田哲男 )
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牛 の 川 。雨 堀 の 炉 址 そ の 他 の 遺 跡 の 炉 址

Ⅱ (地床炉と埋甕炉 ?)

IV
□

雨堀 I B2住牛の川B6住  牛の川B8住

ψ  0 0
中島2住    平出ワ号住  平出へ号住

V ◎
牛の川B9住 葦原3住 (1980)

Ⅵ

雨堀 IA8住

οθ、

平出レ号住 平出ホ号住

Ⅸ

雨堀I A 14佃②      雨堀I A 14仲Э 柳田2住

X 雨堀 I A17住         雨堀 IA3住

牛の川B3住

Ⅲ

牛のり|IB 5住

Ⅲ (大形の方形石囲い炉 )

第47図 松本平における縄文中期住居址の炉址の変遷 (約 1:60)
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雨Ⅱ9

雨Ⅱ20

雨 IBI住 !

雨 IBI住 2

第48図 松本平 H期
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牛B6住 | 牛B6住 3    牛B6住 5

W冒
牛B6住 9   牛B6住 18

牛B6住 8

牛B6住 4

◎

雨 IB2住 |

雨 IB2住 |

雨 IA6住 3

雨 IA6住 9

雨 IA6住 5

渕
itl:=1■

雨 IA6住 8

第49図 松本平Ⅳ期
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第50図  松本平 V期 その 1(牛 の
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川 B9号 住居址 出土品 )



第51図  松本平 V期 その 2(牛の川B9号住居址出土品 )
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げ     当

第52図  松本平Ⅵ期 (雨 堀 IA8号 住居創1出 土品 )
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雨 IA 14住 16

ポ
雨 IA 14住 19 雨 IA 14住20

雨 IA 14住 18

雨 IA 17住 2

雨 IA 17住 3

雨 IA 15住 26

雨 IA3住 10

雨 IA 14住23

雨 IA 14住21

IA3住 2

雨 IA3住 8

牛B3住 2

第53図  松本平Ⅸ oX期

-90-

「i      fl

牛B3住 |

雨 IA3住 3

雨 IA3住 4

雨 IA3住 5

雨 IA 13住 12
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雨 IA2住 3

雨 IA2住 4

雨 IA2住 2

雨 IA 10住 5

雨 IA 16住 | 雨 IA 10住 4

牛B10住 9

牛B5住 |

第54図  松本平測 。III期
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第 5章 結 曇五
ロロ

松本市内田地籍では、現集落立地箇所の東 1員 l山 腹地帯の田畑が、県営構造改善事業の対象とな

り、去る昭和55年度よりその着工がなされる。この年、着工に先だち 2ヶ 月間、雨堀遺跡の緊急

発掘調査がなされ、多数の縄文中期住居llL等 遺構 と、それに伴 う豊富な遺物が発見された。

翌昭和56年 、前回の発掘地点を異にした同地籍内で、第 2回 目の発掘調査が行われる。前回の

発掘地の西側山腹下方約 200m程の地点で、南北方向に丘陵を横断するかたちで発掘地が選定さ

れ、南より北へ C～ E地区と、E地区より東へ鍵形におれて、 F・ G地区が設けられた。調査は

7月 より9月 まで、炎天下を2ヶ 月間にわたり行われ、予定より倍近い面積の、約2,100平方メー

トルが発掘される。その結果主なる遺構 として、縄文期所属 とみられる小竪穴群が、 c地区に26

箇所、D地区に24箇所確認される。又、E地区に住居址らしい竪穴状の落ち込みを認め、精査を

行ったが、結果的には多量な遺物出土にもかかわらず、住居址 としての明確な輪郭や、柱穴、炉

址、床面等々の施設 も確認できず、自然地形の凹地であることが半1明 する。更にE地区には、こ

ぶ し大の礫 を集めた、比較的整った形の帯状の集石 を認めたが、この遺構は、大正より昭和の現

代におけるものとの判断がなされた。

小竪穴は、 C、 D両地区に限られて分布 を示 したが、両地区共、地が粘質度強 く、小～中礫が

多量に混在 して検出には苦労する。その形状も、ほぼ円形を呈するものが主体をしめたが、不整

円形や稀に方形状を示すものもあった。規模 もその径が 1～ 2m代のものが殆んどであ り、 3m

をこえるものはなかった。竪穴も深浅の差がみられたが、総体的には検出面から20～ 30cmを 記録

するものが殆んどである。底部 も平坦なもの、凹凸のあるもの等あり、その殆んどに地山の礫が

のぞいていた。小竪穴内は、何等かの遺物が含むものと、含まないものとに大別でき、含むもの

としては、縄文中期土器片が微量ずつ内包するものが多く、あるいは木炭粉末を残す ものもあっ

た。又、C地区の小竪穴で、検出面から中世末 とみられる土師質土器片 (小竪穴 1)や 、糸切 りの

土師皿片 (小竪穴18)、 灰釉陶器片 (小竪穴13)を 検出できたものもあったが、周辺地域に同期のi童物

出土は皆無の状態であり、縄文中期土器片の散在をみたのみであった。又、C地区の小竪穴の中、

6～ 10と
.11～

15ま では、東北～南北方向にそれぞれ直線状に並列 していたが、そのいずれもの竪

穴を埋める黒色土が、異状な程固かった。然 も小礫 まじりで、他のいわゆる竪穴とは趣を異にし

た。これは建造物の柱にあたる部分の土台固めに、つき固めが行われて固くなった様な感じであ

り、その程度は地山の礫まじりのロームより堅固であった。建物跡とは即断できないが、注意さ

れる埋覆土であった。いずれにしてもこれらの小竪穴群は、大小深浅の差あり多様を極めるが、

その存在は、近 くに縄文期の集落を推測させるし、貯蔵穴、あるいは墓墳その他で、機能的な結

びつきを感 じさせるものである。
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E地区はF地区と共に、いわゆる雨堀の地名ともなった、U字溝内に設定された地名で、全般

に石英閃緑岩の粉末砂で堆積 しており、非常に固い層をなしていて、炎天下の発掘に苦労する。

この地区には、前述の大正～昭和期構築とみられる、集石遺構が発見された。集石はこぶし大の

礫を用いており、規模は幅約47cm、 長さ約200cmの 整然とした長方形の一方の端に、更に長軸約180

Cm、短軸約160cmの ほぼ円形状に分布する集石が,重続していた。集石内には縄文中期前半土器片と、

打製石斧 7個 が混在していた。この集石の所属時期に興味がもたれたが、精査の結果、集石の西

端の礫の下へもぐり込む様な形で、缶詰の空缶の腐蝕した物が出土する。集石の礫間には間隙の

空洞部が顕著にみられた。更に集石の下部調査の結果では、大正年代使用と思われる陶器が出土

する。この雨堀の溝の両縁地帯に畑をもつ地元衆の話では、集石遺構が発見された地点の上方あ

るいは下方あたりで、この30年程前まで湧水の場があり、周辺の人達もよく水を飲みにきたとの

ことである。然し、遺跡地の南を東より西へ流下する、塩沢川の改修工事後は、雨堀の湧水も途

絶えたとのことである。前記、集石遺構の存在を考える上で、聞き逃し難い話である。 F、 G両

地区には、遺構の検出はなかった。

遺物は、縄文中期初頭土器片を中心として、各種石器、土製品等豊富で、多彩な資料が得られ

た。主としてE、 F地区の雨堀の溝内に集中的に発見される。その出土状況は、溝内の自然形成

の凹地に、他からの人為的な廃棄が感ぜられるが、光沢を帯びる黒色土内にいずれも包含されて

いた。主なる遺物をあげると、縄文中期初頭土器片、土製円板、土偶、右器 として打製石斧、磨

製石斧、石鏃、石錐、石皿、磨石、凹石等があげられ、それに古代に降って、極めて微量の土師

器、灰釉陶器等の破片が、C地区の一部より発見される。縄文中期初頭土器片は、施文面で中信

地方に類例を知らないものが多く、豊富、多彩で、今後へのよき資料提供となり得るものと思わ

れる。又、土偶も胸部、脚部などの欠損品の他、小鼓状を呈する完形の土偶 1点 も検出される。

この土偶は、E地区の縄文中期初頭土器片等遺物を多量に含む、凹地内の黒色覆土を掘削中に発

見されたものである。色調は暗灰色を呈し、大きさは長さ2.6cm(両 端の平坦な円形面の直径が1.5

Cm、 筒形の中央胴部のくびれ部分の径が約1。 lCmを 記録する。この小鼓状の体部に、陰刻による1良、

鼻、国が記され、更に腹部、脚音|が簡明に表現されているものである。この様な土偶は、松本を

中心とする中信地方はもとより、県内でも出土事例を知らない。伴出土器がいずれも縄文中期初

頭土器片のみであるので、該期所属 とみて大過ないものと考える。石器では打製石斧、石鏃等が

多出したが、打製石斧が比較的小形であるのが特徴的であった。

炎天下長期にわたり、調査に参加された事務局、調査員、作業員等の皆様方に、深甚なる感謝

一-93-―

の意を表 します。 (大久保知巳 )
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鏃石

第 7表 石器一覧表

錐石

匙石

出土地区 長さ(mm) 幅 (mm) 厚さ(mm) 重さ(g) 欠 損 部 石 質 式 備 考

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

C区

E区

C区

20.0

(13.0)

10.0

23.5

18.0

16.5

14.0

17.0

17.0

31.0

21.0

16.0

19.0

20.0

33.0

20.0

18.5

18.5

(25.0)

(16.0)

(18.0)

(13.0)

(14.0)

(21.0)

(18.0)

(21.0)

28.0

(12.5)

26.0

22.0

22.5

29.5

23.5

16.5

(H.0)

12.0

13.0

15.0

11.0

11.0

14.0

11.5

15.0

16.0

15.5

14.0

(15.5)

(19.5)

(15.0)

(12.5)

(12.0)

(17.5)

(14.0)

(10.0)

(10.0)

(11.0)

(25.0)

12.0

(13.0)

20.0

20.0

15.5

18.0

19.0

11.0

9.5

4.0

(2.5)

2.0

3.0

3.0

3.0

3.0

3.0

4.0

5.0

4.0

5.0

4.5

3.5

3.5

3.0

3.0

3.0

4.0

4.0

3.0

2.5

3.5

4.0

3.5

4.0

5.0

3.5

5.0

7.0

6.0

4.0

2.0

0.91

(o.22)

0.15

0.59

0.42

0.39

0.26

0.42

0.49

1.56

1.11

0.67

1.11

0.56

1.26

0.57

0.39

0.41

1.35

0,72

0.42

0.25

0.40

1.51

0.64

0.68

2.68

0.86

1.53

2.23

2.24

0.88

0.31

りi:  音6

片脚端

片 脚

両 脚

片 脚

先 端

先端・片脚

先 端

黒曜石

チャー

黒曜石

松脂岩

黒曜石

チャー

黒曜石

ト

ト

Bc
b

Ac
Ab
Ac
Ab
Ab
Ab
Ab
Ab
Ac
Ab
Ab
Aa
Ac
Ac
Ac
Ab
Ab
Ac
Ac
Ab
Ac
Ab
Ac
Ab
Bc
B

Cc
Cc
Cc
Dc

周囲磨滅

先端再加工

石鏃を再加工

C区

E区

表採

43.0

29.5

39.0

20.5

26.0

29.5

(8.5)

12.5

9.5

16.0

10.0

8.5

16.0

(14.0)

8.5

6.5

9.5

8.0

4.0

6.0

5.0

3.45

1.51

3.22

0.98

0.79

1.80

0.35 つまみ部

黒曜石 Aa
Ba
Ab
Ba
Ba
Ab
Aa

先端磨滅

錐部 2

41

42

E区 (28.0)

31.0

21.0

51.0

7.0

8.5

:3.02

13.51

つまみ部 黒曜石

チャー ト

スクレイパー

43

44

45

46

47

E区 49.2

34.0

17.0

17.0

15.0

22.0

41.0

22.5

29.0

45.0

6.0

9.0

4.5

6.0

9.0

6.15

16.51

1.33

2.09

6.03

チャー ト

黒曜石

チャー ト

AattC b
Aa
Ab
Bb
Ba
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出土地区 長さ(mm) 中扇(mm) 厚さ(mm) 重さ(g) 欠 lll 部 石 質 式 考

48

49

表採 (10.0)

(15.5)

19.0

(14.0)

(3.0)

(4.0)

0.54

0.74

片 身 黒畷石 Aa
Aa

Urx.:-z-*--z
50

51

52

E区 39.0

31.5

14.5

16.0

10.5

9.0

6.0

7.0

4:0

2.66

1.44

0.36

黒 H選 石

使用痕のある争J片

E区

表採

14.5

12.0

28.5

32.5

13.5

30.0

18.5

18.5

19.0

27.0

4.0

3.0

6.0

8.5

6.0

1.82

0.50

1.93

5.67

1.54

黒曜石 Ab+2Bb
Ab
Aa+Cb
Ab
Cb

打製石斧

58

59

60

61

62

63

64

65

66

67

68

69

70

71

72

73

74

75

76

77

78

79

80

81

82

83

84

85

86

87

88

89

90

91

92

93

94

95

96

C区

D区

E区

7.9

(5。 9)

(5.3)

11.6

8.8

9.9

(6.6)

(5.0)

(8.0)

11.7

11.0

10.2

9.0

6.9

6.7

(6.9)

7.0

11.3

10.8

10.6

10.7

9.6

(7.6)

9.3

10.4

11.9

(10.3)

(7.7)

12.6

10.2

10.3

9.7

H.4
9.8

7.9

8.1

8.3  1

8.4  1

Ю.91

4.8

4.2

5.9

5.4

4.7

6.9

3.4

4.6

5.0

6.4

4.7

5.2

4.5

4.4

3.7

4.7

4.7′

4.8

5.2

4.4

4.4

4.3

3.9

5.9

4.3

4.6

4.9

5.5

5.3

6.1

4.7

4.9

4.9

5.0

5.0

5.1

4.6

4.2

5.3

( cm)

1.7

1.5

1.3

2.0

1.7

2.6

1.5

1.0

1.6

2.9

2.2

1.6

2.6

1.4

2.1

1.2

1.6

2.0

1.3

1.3

2.0

1.7

1.1

1.7

1.7

2.6

1.8

2.3

1.6

2.3

1.6

2.1

2.2

1.4

1.4

1.3

0,7

1.5

1.7

68.2

40.0

46.9

113.7

83.1

216.5

41.2

29.2

64.5

186.6

159.5

96.5

70.6

43.1

48.6

48.0

116.9

108.4

98.3

89.3

88.5

76.4

53.9

104.6

86.5

173.9

108.9

140.9

116.1

109.7

106.4

94.0

H7.8

83.6

59.9

62.9

48.1

64.8

122.6

頭部

頭～胴部

頭 音5

頭 ～胴 部

刃部

頭部

,員 音ト

頭端部

頭 ～ 胴 部

泥質頁岩

頁 岩

泥質岩

頁 岩

泥 岩

砂質粘板岩

硬砂岩

粘板岩

砂質頁岩

粘板岩

泥 岩

粘板岩

泥 岩

泥質頁岩

粘板岩

頁 岩

泥 岩

粘板岩

砂質頁岩

IA
IB
B

IC
IC
ID
ⅢA
B

I

IA

IB

IC

ID

頭部に使用痕

側辺磨耗

横刃か ?

片側辺のみ磨耗

横刃か ?
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出土地区 長さ(cm) 中冨(Cm) 厚さ(Cm) 重さ(g) 欠 損 部 石 質 型 式 考

97

98

99

100

101

102

103

104

105

106

107

108

109

110

111

112

113

114

115

116

117

118

119

120

121

122

123

124

125

126

127

128

129

130

131

132

133

134

135

136

137

138

139

140

141

142

143

144

145

146

147

148

149

150

E区 8.6

6.8

10.6

12.0

11.3

11.3

(7.4)

10.2

7.1

(5.7)

10.9

10.0

10.7

7.3

10.6

10.0

11.6

9.8

8.6

8.4

9,9

10.1

9.3

9.0

10.6

9.3

9.7

7.8

(7.0)

(8.5)

13.2

11.5

11.0

10.3

7.7

9.8

7.8

(8.4)

(9.6)

(10.1)

(7.2)

(6.4)

(9.4)

(5,8)

(7.8)

(9.1)

(8.6)

(9.9)

(9.8)

(7.3)

(7.6)

(7.1)

(3.9)

(4.4)

2.9

3.8

4.1

5.1

5.8

5.8

4.8

5.6

(′ 4.1)

5.1

5.8

5.2

5.2

5.3

4.5

5.1

4.9

5。 7

5.7

4.6

4.0

4.3

4.0

4.6

5.0

5.4

3.9

4.1

4.2

4.7

5.2

5.1

(4.5)

5.3

3.7

6.0

4.5

5.0

4.4

4.3

4.7

4.9

5.4

5.7

4.0

5.2

4.5

3.8

6.0

5.0

5.2

4.3

4.3

4.3

1.0

1.8

2.2

1.6

2.3

2.3

1.2

1.1

1.5

0.9

4.0

2.5

1.4

2.3

1.9

1.9

1.7

1.9

1.5

1.8

2.1

1.6

1.7

2.9

1.9

1.1

1.7

1.0

0.9

1.5

2.6

1.3

1.4

2.5

1.9

2.1

1.6

2.1

1.7

1.6

1.7

1.4

2.2

1.3

1.7

1.9

1.4

1.6

2.1

1.9

1.5

1.5

0.8

0.8

41.7

43.6

97.1

98.1

127.9

127.9

47.0

72.1

45.8

35.3

246.2

129,9

118.5

97.2

106.7

145.6

107.7

112.7

84.5

86.1

95.5

84.8

76.4

145.4

104.8

84.4

93.5

40.1

40.9

92.2

218.5

117.4

81.0

153.0

84.2

153.6

66.8

116.5

76.4

67.1

57.9

45.8

126.1

60.2

56.7

85.6

70.8

69.3

153.6

76.1

66.6

48.6

15.9

28.8

頭 部

頭端部

頭～胴部

頭端部

頭端部

頭 部

頭端部

頭

刃

胴～刃部

胴～頭・刃音IS

刃 部

頭部・刃書|;

頭端部・刃部

頭 部

頭部・刃音IS

胴～刃部

刃 青ト

頭 部

豆貞～1同 音6

粘板岩

緑色凝灰岩

砂質粘板岩

泥 岩

砂質頁岩

粘板岩

泥 岩

砂質粘板岩

粘板岩

砂質頁岩

泥 岩

緑色凝灰岩

粘板岩

泥 岩

粘板岩

粘板岩質頁岩

lil・ 板岩

7尼 山石

砂質粘板岩

泥 岩

泥質頁岩

粘板岩

泥 岩

砂質頁岩

石英閃緑岩

泥質粘板岩

砂質粘板岩

粘板岩

粘板岩

泥 岩

粘板岩

泥質頁岩

粘板岩

砂質頁岩

粘板岩

砂質粘板岩

泥 岩

粘板岩

I D

HA

HB
HC
HD

ⅢA

ⅢB

III C

ШD

Ａ

Ｃ

Ｄ

風化激 しい

風化激 しい

チ武化i敗 し

頸部両面にも使用痕

頭部上面敲打痕

縦、横位に線条痕
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‖l Jil也 1区 長さ(cm) 中日(cm) 厚さ(cm) 重さ(g) 欠 損 部 石 質 考

151

152

153

154

E区

F区

∩反

(6.5)

(8.8)

14.2

10.0

4.2

5.8

5.3

4.7

1.3

2.3

2.0

3.0

43.7

137.3

159.0

140.7

頭 部

頭端部

頁 岩

泥質頁岩

泥 岩

泥質頁岩

D
ⅢA
Ⅲ C

IB

横刃型石器

E区

F区

G区

155

156

157

158

159

160

161

162

163

164

165

166

167

168

169

170

171

172

173

174

175

176

177

4.2

3.6

3.9

5.7

3.2

3.6

3.4

6.8

6.6

3.6

4.5

5.2

5.4

4.2

3.5

5.5

5.1

4.4

5.3

4.5

4.5

4.3

5.2

12.1

12.3

10.0

(10.2)

6.4

7.0

(6.7)

8.9

(5.8)

(5.3)

13.4

9.0

8.0

7.2

9.2

(8.8)

(4.2)

(5.3)

11.3

7.7

7.6

8.6

9.2

1.3

0.9

1.7

0.8

0.6

1.5

9.5

0.8

1.3

1.1

1.5

1.2

1.5

0.6

1.6

1.4

0.7

0.9

1.2

1.1

1.5

0.9

1.1

72.5

57.0

63.7

54.8

17.0

33.9

25.1

80.4

101.1

27.7

77.1

49.4

63.8

27.3

63.3

69.8

20.6

25.8

159.0

48.5

68.1

31.2

59.7

側端部

側端部

半身部

背端・刃端部

半身部

泥 岩

粘板岩

lll・ 板頁岩

頁 岩

泥 岩

砂 岩

砂質頁岩

粘板岩

泥 岩

砂質粘板岩

緑色凝灰岩

泥 岩

砂質粘板岩

チャー ト

泥質頁岩

A

B

C

B

B・ C

風化激 しい

その他の打製石器

178

179

180

181

182

183

184

185

186

187

E区 10.4

8.2

6.6

6.3

6.8

6.5

2.4

6.3

10.1

4.7

8.4

8.9

6.5

7.3

8.3

5.0

8.3

(5.2)

6.5

9.6

1.9

2.9

1.5

2.9

1.3

1.1

0.9

0.7

3.5

2.1

203.2

181.1

45.7

85.6

75.3

35.9

20.3

27.4

277.2

164.1

頭端1部

粘板岩

砂質頁岩

泥質粘板岩

粘板岩

泥 岩

泥質頁岩

泥 岩

粘板頁岩

錘石

C区 42.2 緑泥岩

磨製石斧

189

190

191

192

C区

D区

E区

5.0

10.4

12.5

(5.2)

2.8

6.1

6.7

(1.5)

1.0

2.8

2.1

(3.1)

26.3

304.9

355.0

60.8 大半

蛇紋岩

砂 岩

蛇紋岩

先端敲 ll‐

敲打器・凹石 。磨石

E区 8.5

H.8

H.8
11_7

5.5

6.6

7.3

7.6

2.7

4.4

3.4

5.5

199.8

418.0

362.0

石英 1刈 緑岩

砂 岩

A
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出土地区 長さ(cm) 幅 (cm) 厚さ(cm) 重さ(g) 欠 損 部 石 質 式 考イ膚

197

198

199

200

201

202

203

204

205

206

207

208

209

210

211

212

213

214

215

216

217

218

219

E区

F区

9.9

6.8

6.5

8.2

13.7

12.4

10.3

9.6

(8.5)

(10.1)

(6.5)

8.5

8.7

11.5

11.0

7.8

(5.4)

6.6

5。 9

9。 7

7.1

14.3

9.1

5,7

5.8

9.3

5.9

10.9

7.8

6.4

4.1

5.8)

6.5

7.3)

10.5

8.6

8.8

5.8

7.4

7.1

6.0

5.9

6.0

5.0

8.0

5,7

(

(

4.4

3.3

5.7

3.2

5.6

4.2

5.6

3.7

4.5

3.2

3.5

6.2

5.1

9.0

4.6

5.7

4.2)

4.8

5.3

5.4

5.3

5.4

3.4

(

342.0 '

169.7

578.0

232.9

t042.0

495.0

502.0

2t4.1
247.4

330.0

176.0

668.0

432.0

1238.0

378.0

510.0

2r8.5
240.2

289.7

440.0

282.8

782.0

257 .3

一・ 音Ь

一  部

砂 岩

石英閃緑岩

砂 岩

レキ岩

安山岩

レキ岩

石英閃緑岩

安山岩

砂 岩

安山岩

砂 岩

安山岩

石英閃緑岩

A
B

A+B

A+B+C

D

C+D

A+C+D
A+B tt D

B+C tt D

A+B+C tt D

B+C

皿石

石

220

221

222

223

D区

E区

(10.2)

(16.1)

(18.8)

(15.9)

(13.8)

(25.5)

(9.6)

(10.7)

3.6

(7.7)

4.1

8.4

半 分

大 半

約 ÷

大 半

安山岩

liI石安山岩

安山岩

輝石安山岩

224 E区 27.4 7.8 5.8
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